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蒙
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経
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致
し
た
る
の
み
に
て
未
だ
審
判
の
終
結
せ
る
も
の
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無
之
従
っ
て
之
を
云
怨
す
る
の
早
計
な
る
は
申
す
迄
も
無
之
，
次
第
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御
座
候
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第
一
容
の
判
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特
許
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よ
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右
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あ
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.
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が
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せ
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光
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第 2 1 表

電目尽のデ~: tc 主J す る 焔光の撃を化

Chun只csIll CalldlC'-Power dlle to Cha.ngcs jn Vo]ts. 

規定電)~に於 電 匪 の 基盤 ，比 ( 0;; ) 

げろ比消技量 Chungcs j n V olts in Pcr Cent. 
vr. P. C. nt 
Hatecl ¥'0111'; 

併巴Z+淫
-50 -10 -1 1 3 リF ]0 20 30 50 100 

.3 -89.1 .-14.0 

海
A -90.3 -68.4 '-50.8 -28.0 -14.8 -9.0 :u 9.5 16.2 ~3.û 73.0 

..') -69.7 -52.1 -28.U -15.2 -9.4 -3.1 3.2 9.9 1u.8 35.1 76.7 e50 

.6 -70.7 -52.7 -2P.7 -15.(j 
句、

~.3 10.1 17.3 36.3 79.II 1:10.3 I 254.2 

.7 -71.3 -5ぢ.7 -30.0 -15.9 -9.7 -3.4 3.4 ] 0.4 17.7 37.2 82.0 13-1.6 264.9 

.8 -72.2 -54.3 -30.5 -16.1 I -9.8 I -3.4 I 3.5 10.6 ]8.1 38.1 84.0 138.5 274..~ 

土、 .9 -54.8 -:n.o -1u.4 -10.1 I -3.4 I ~.6 10.8 18.3 38.7 85.8 141.8 282.0 

1.0 -55.3 -31.3 3.6 11.0 18.u 39.3 87.3 144.7 289.0 83a.8 -16.6/ -10.2 I -3.5 

fγ ]，1 -55.8 -31.6 3.6 ] 1.1 18.6 39.8 88.7 147.1 295.2 865.7 

1.2 -31.9 -17.0 I -10.4 I -3.5 i ~.Ô 11.2 19.1 40.3 90.0 1495 301.2 890.3 

1.3 - ~2.1 -17.1 I -10.5 -3.6 I ~.7 11.3 19.:1 49.7 91.0 151.7 306.5 913.0 

1.4 32.3 -17.2 -10.6 -3.7 I 3.7 11.4 19.4 41.l 92.1 153.6 31 1.:~ 93:1:.0 

1.!) -17.3 -10.6 -3.7 I 3.7 ]1.5 19.6 41.6 9:U 155.5 316.0 95.1.8 

1.6 -17.4 -10.8 -3.6 3.7 11.5 19.7 41.8 93.S 157.1 320.2 972.0 

1.7 -3.6 3.7 11.6 I Hl.8 42.2 94.8 11')8.1 324.3 989.4 

i 
1.8 3.7 42.4 95.5 160.1 327.8 



多手王 2 ./ みえ

電 !監の主 民主J す る ワ 、フ ト の徒化

(九hall日csi 11 ¥Vatts c1ue to (;]Jn Il!2:CS i Il YOHK 

規定電歴に於 '芯 j藍. の 謎 ，!七 く 'J~ ) 

げる比消1'i量 CJlall日開 i Il Vo}臼 in Pcr Cent. 
'V. P. C. at 

Rated Vo1t" -:)0 - ~O -20 -5 - ~ -1 3 .) 10 20 ~O 50 100 
併gz+s 

3 I -GG.4 -42.8 -2(:).4 -15.0 -7.7 -4.7 -1.5 

首長 .4 -66.5 -4~.~ - ~9.6 -1ろ.2 -7.8 -4.7 -1.6 1.6 8.0 Hi.l ~~ 1 

.5 - 4~ . 0 -29.6 -15，:1 -i.7 -4.7 -I5 I 1.G 47 8.0 1s，2 ;~~， 1 50.9 

6 - 4~ ， 1 -29，7 -15，;1 -7.8 -4.6 -1.5 l.o 47 8.0 16.2 m~ ， 2 51.0 88.9 
Q、

-7.8 I -4.7 7 - 4~ ， 2 -29.7 -15.:1 -1.6 1.(¥ 4，7 8.0 16.2 ~3.2 5J .1 89.1 

待 -43.2 -29.7 - 15 . ~; -7.8 一，17 -1.6 1.G 4.8 8.0 16.2 :1 :l.~ 51.2 89.:1 
ト、

9 -29.7 -15.4 -7.8 -4.7 -1.5 1 6 .1.8 8.0 16.2 ~;) . :; .j1.2 89，~ 

1.0 -29.8 -15.4 -7，8 -4.7 -1.6 1.6 .18 8.0 1G.:1 :1:1.4 5 J.~ 89，5 197.4 

fY 1.1 -20.8 -15.4 -7.13 -4.7 -1.6 1.6 4.S 8.0 16.~ ~:1.4 51.3 89，5 197，6 

1.2 --15.4 -7，8 -4.7 -1.o 1.G 4.8 8，0 16，~ :1!U- 51.4 8~1. 6 197，8 

1.3 -15.4 -7，8 -4.';' -1.6 1.(¥ 4.8 8.0 16，3 ;~~ .4 51.4 89，7 198，1 

1.4 -15.4 -7.8 -4，7 -1.5 ].(i 4.8 只，0 ]t1.3 ;'l:1.4 る1.4 89，8 198，2 

1.5 -7.8 -4.7 -1.G J.fi 48 8.0 ls.3 :1:1.:) 1)1.5 89.9 198.2 

1.6 -7，8 -4.7 I -1.5 1の 4.8 8.1 ] G ，;~ 3:1，5 515 89，9 198，5 

1.7 I -4.7 -1.6 1.G 1，8 8.1 16，3 3~.:) 51.5 90，0 198，7 

1.8 1.6 4，8 81 16.3 九九，5 ろ1.5 gO，O 198.8 

c: 



此
表
に
て
見
ら
る
L
如
く
、
電
.
監
の
品
質
化
に
劃
す
る
電
流
並
に
電
力
の
費
化

は
比
消
費
量
K
関
係
す
る
と
と
割
合
に
少
た
い
、
故
に
一
般
の
場
合
に
街

L
て

で
門
司
L
「

H
()
・。

N

L

で

ミミ可

。吋三吋

でミ号

11 
炉ー

十。
11 ，_. 
σ乙

幸良

と
云
ふ
風
に
考
へ
て
よ
ろ
し
い
の
で
あ
る
、
然
し
友
が
ら
燭
光
の
錨
変
化
は
比
消

費
量
に
た
に
閥
係
あ
り
、
燭
嘗
り

一
ワ
ッ
ト
位
の
場
合
で
は

新

ぐで

で弘、&吋

で C三

11 
w 
01 

と
考

へ
で
も
よ
い
が
、
燭
円
高
り

0
・
五
ワ
ッ
ト
の
場
合
で
は

ダ

~I で

ミIf)
11 
w 
1。

と
考

へ
ね
ば
た
ら
ね
、

M
掲
の
昔
の
特
性
式
に

、ソ

h
H
l

ヘ
ヌ
J
u
-
M
U

(しい

/

で

に

マ

と
あ
る
の
は
普
通
能
率
の
場
合
に
釘
す
る
式
で
あ
る
事
が
わ
か
る
。

比
消
費
量
と
温
度
そ
の
他
の
関
係
表

電
球
の
能
率
は
真
昼
タ
ン
グ
ス
テ
ン
一
電
球
に
あ
っ
て
は
織
保
温
度
と
一
定
の

関
係
を
有
ず
る
け
れ
北
ハ
‘
瓦
斯
入
.電
球
に
あ
っ

て
は
、
ガ

ス
の
停
導
に
よ
る
損

失
等
の
た
め
に
一
定
の
関
係
を
示
さ
ね
.
而
し
て
一
般
に
同
温
度
注
ら
ば
.
瓦

斯
入
電
球
の
方
が
能
率
が
劣
る
の
で
あ
る
。

第
二
三
表
は
比
消
費
量
と
溜
度
と
の
閥
係
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
D

参
照
)

(
衣
頁

織

僚

の

端

の

冷

却

10 

織
僚
は
た
と

へ
真
宗
中
に
於
て
附
則
火
さ
れ
て
居
っ
て
も
、
そ
の
雨
端
、
並
陀

ア
ン
カ

ー
に
接
す
る
部
分
は
冷
却
作
用
を
う
け
て
沼
度
下
降
し
.
従
っ
て
そ
の

部
分
の
抵
抗
減
、
都
度
、
報
射
、
等
も
減
少
す
る
、
そ
の
尖
端
か
ら
の
距
離
と

溜
度
共
他
の
下
降
の
閥
係
の
大
踏
を
闘
示
す
れ
ば
第
凶
五
闘
の
如
し
‘
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ー
比消費量 | 比消 1!(量

ヲ4 電 。ノG 電 歴 絶針温度
(W. P. TIじ.) くW.P. H.C.) 

一一一

0.60 1ぉ2.3 2704 2.20 68.5 21052 

0.6.1 12の.3 2659 225 67.S 2145 

0.70 121.1 2620 2.30 67.2 2138 

0.7n 116.の 2586 2.3ろ 66.5 3132 

0.80 112.5 2554 2.40 65.9 2126 

0.85 108.9 2520 2.45 65.3 2120 

0.90 105.7 2-t98 2.50 64.8 2114 

0.95 ]02.7 2473 2.55 64.2 2108 

1.00 100.0 2450 2.60 63.7 2102 

1.Q5 Cl7.5 2428 2.6;) 63.1 2096 

1.10 95.2 2408 :?70 G2.6 2090 

].15 93.1 2389 2.75 62.1 208，1 

1.20 91.2 2372 2.80 61.7 2υ79 

1.25 89.3 2356 2.85 61.2 2074 

1.30 87.6 2340 2.90 。0.7 2069 

1.35 86.0 2325 2.Cl5 60.3 2064 

1.40 84.5 2311 3.00 5g.8 :.:l05f1 

1.45 83.1 2297 3.05 59.4 2054 

1.50 81.8 2284 3.10 .59.0 20.')0 

1.55 80.5 2272 3.15 58.6 2046 

].60 79.3 2~60 3.20 58.2 20-t2 
1.6q 78.2 2246 :~.25 5.79 2(138 
1.70 77.1 2~38 3.30 57.5 203 ~ 
1.7o 76.1 2::l28 3.35 57.2 20;1O 
1.80 75.1 2:HS 3.40 56.8 202G 
1.8ろ 74.1 2200 3.4i) 56.'1 20::!2 
].90 73.2 2200 3.50 56.1 2018 
1.95 72.4 2191 3.55 5.5.8 20H 
2.00 71.5 2]83 3.60 55.4 2010 
2.05 70.7 2175 3.65 55.1 ~(10û 
2.10 70.0 2167 3.70 54.8 200:3 

11 
2.15 69.2 2159 3.75 54.i1 ]9V8 

ー

J 



ダ

と
の
同
に
於
て
、
例
へ
ば

0
・
二
七
抑
の
川
氏
縦
似
を
立
て
t

A

R

糾
と
交
は

ら
せ
る
.
す
る
と
れ
紋
と
縦
紘
と
に
よ
っ
て
分
れ
て
作
一
宇
る
川
つ
の
闘
形
の
内

氏
下
の
部
分
と
右
上
の
部
分
と
の
面
積
が
等
し
く
な
る
。
え
は
も
し
冷
却
作
川

が
な
け
れ
ば

.
0・
二
七
糾
短
か
い
場
合
に

γ
度
等
し
い
抵
抗
と
た
る
と
と
を
表

は
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

光

色

報

.
電
燈
光
の
光
色
は
溜
度
紹
射
に
よ
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、

一
般
に
黄
色
に
布

ん
で
肘
る
が
、
川
川
度
高
く
な
る
に
従
ひ
筑
波
の
制
合
が
噌
し

て
来
て

、
太
陽

の

泊
度
依
の
尚
温
度
に
な
る
と
途
に
白
色
に
た
る
も
の
で
あ
る
。

此
光
色
を
正
確
に
現
は
す
に
は
各
波
長
に
到
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
以
て
せ
ね

ば
な
ら
な
い
が
、
此
万
法
は
数
値
が
複
雑
に
な
り
一
般
的
で
な
い
、
然
し
前
に

辿
べ
た
等
色
温
度
.
即
ち
北
ハ
光
色
と
川
じ
光
色
を
呈
す
る
築
関
の
温
度
を
以
て

現
は
す
方
法
は
最
も
附
使
で
.
小
生
は
最
も
之
に
賛
す
る
も
の
で
あ
る
が
.
現

人
ー
で
は
普
通
に
弐
の
十
刀
法
が
一
般
に
行
は
れ
て
応
る
。

そ
れ
は
光
を
赤
‘
緑
.
山
川
.
の

三
原
色
に
分
ち
、
そ
の
各
訓
介
を
円
分
比
で

示
す
方
法
で
.
之
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
似
を
色
度
合
0]2
ペ
与
と
と
云
ふ
‘

新ツマ

此
方
法
は
後
章
光
度
測
定
法
の
4
4
k
説
明
す
る
如
く
測
広
訟
が
不
完
全
で
あ

る
か
ら
、
飴
り
而
山
い
方
法
で
は
な
い
、

人
1

々
什
極
光
悦

の
色
度
を
日
光
を
標
準
と
し
て
示
せ
ば
第
二
川
表
の
如
し
.

電
流
及
光
度
の
オ
バ

l
シ
ユ
1
デ
イ
・
〆
ゲ

(
o
g--E}5
otコ
∞
)

タ
ン
グ
ス
テ
ン
繊
僚
は
川
市
川
に
於
て
は
白
執
山
時
に
比
べ
て

、
電
気
抵
抗
が
非

品
川
に
小
さ
い
此
.
此
む
爪
を
瓢
火
す
る
時
は
、比
ハ
腕
川
に
泌
大
た
電
流
が
流
れ
.

，
択
で
制
度
が
い
け
川
ま
る
と
ん
に
弐
第
に
常
態
に
復
す
る
.
も
と
よ
り
此
聞
は
保
か

ゴ
秒
の
数
十
分
の

ご
似
の
制
時
間
で
あ
る
が
‘

此
現
象
を
才
パ

l
シ
ユ

l
テ
イ

衣、〉

第
ン
グ
と
一五
ふ
.

]2 

u光 lこ比較し 1:ろ各極光源、の色 度

光 酒、 赤 線 背

11 光 :13.3 :13.3 33.:~ 

ill 匙三 こ州じエ ]7.0 31.7 51.:~ 

炭素電球くお 1w.p. ~ . c . ) 66.1 22.3 ] 1.6 

!A-空タシゲステン電球く1.2:i¥¥'. p. h. (;) 59.7 2.5. t ]ろ.2

同 上 くl.CO¥1'. p. h.じ.) 58.0 25.5 16.5 

脱線状異空タングス テシ電球(1.00\\'・ p . ~. (・.) 55.7 27.0 ] 7 .:~ 

ずス入タンゲス テン電球 υ.00¥¥'. p. i'. c.) 53.!) ~7.0 17.1> 

同 止二 く0.85w. p. S. c.) 51.8 27.G 20.(j 

同 上 く0.75¥¥'. p. S c.) 50.8 27.8 21.4 

王室 光 電球 44.G 30.3 25.1 

民 色 燈く天空光に似てまるもの〉 17.7 29.9 52.4 

此
オ
パ

I
シ
ユ

l
テ
イ

ス
グ
が
起
れ
ば
.
夫
と
川
時
に
配
紋

K
.電一肱
一降
下
を

叫
す
か
ら
.
北
ハ最
大
電
流
の
割
合
は
冷
熱
二
欣
態
の
抵
抗
の
比
よ
り
は
幾
分
小

さ
い

.
而
し
て
北
ハ
値
は
配
線
の
欣
態
北
ハ他

K
依
っ

て

一
定
で
な
い
が
、

一
例
を

一不
せ
ば
出
・
二
斤
.
去
の
如
し
.



表

叩

一
日

半民ろ

備考

最大電流に達す

500 

1000 

常温三白熱時三lこ於げろタ ング・ステン

の抵抗の比

ハ
U、。，JI
 

5 

最大電流

規定電流

9 

7 

] 1 

2 

幸良

第

電球(vツ ト〉

0.0014 

O.OOO-! 

0.0007 

O.OO:3l 

新ダ

一
般
に
オ
パ

l
シ
ユ

|
テ

イ
ン
グ
の
割
合
は
制
い
繊
依

科
大
き
く

.
H
つ
山
県
本
よ
り

.
九
斯
入
り
の
ぷ
が
和
大
き

し
.
ま
た
火
山
内
の
場
合
は
‘

波
形

の
ど

の
部
分
に
於
て
恥

火
が
始
ま
っ
た
よ
と
云
ふ
事

に
よ
っ
て
も
舶
が
ち
が
ふ
。

此
現
象
は
紙
く
制
時
間
の

も
の
で
あ
る
か
ら
.
電
燈
合

一献
に
於
て

ス
ヰ
ツ
チ
を
入
れ

る
場
合
な
ど
に
屯
流
計
或
は

安
全
器
た
ど
に
陣
容
を
興
へ
る
や
う
た
事
は
な
い
。

，次
に
光
度
に
於
て
は
.
例
へ
電
流
が
一
時
過
大
正
流
れ
て
も
、
川川
皮
が
け
升
ら

な
い
以
上
は
か
L
る
現
象
は
起
ら
な
い
、
消
度
が
規
定
航
に
迷
す
る
時
は
電
流

、フマ

も
亦
常
態
に
復
す
る
故
光
度
に
於
て
は
オ
パ

l
シ
ユ

l
テ
イ
ン
グ
の
現
象
は
起

ら
ね
は
づ
で
あ
る
、
然
し
賓
際
の
電
球
に
於
て
は
導
入
線
及
ア
ン
カ

ー
に
近
い

部
分
の
淵
度
上
芥
が
お
く

μ
る
故
、

み下一
鰐
の
抵
抗
が
規
定
仙
よ
り
少
な
く
.
織

僚
の
大
部
が
常
態
に
な
っ
て
ゐ
る
に
も
か
L
は
ら
十
、
山
川
和
大
な
る
電
流
が
通

っ
て
、
制
度
が
上
芥
し
、
従
っ
て
光
度
も
亦
規
之
侃
よ
り
刈
く
在
る
腕
川
が
あ

る
、
五
斯
入
.
電
球
に
於
て
は
ガ

ス
の
消
度
上
υ判
長
く
れ
、
低
川
いい
に
於
て
叫
火
す

る
何
向
が
あ
る
故
‘
此
現
象
は
仰
に
著
し
い
、
加
川
六
同
及
川
七
凶
は
光
度
の

オ
パ

l
シ

ユ
l
テ
イ
ン
グ

の
二
例
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
.
ま
た
符
川
八
附
は

貼
火
時
の
.屯
流
.
ワ
ッ
ト
.
電
郎
、
批
抗
.
光
度
、
等
の
従
化
の
傾
向
を
示
し

た
も
の
で
あ
る
。

間l」ぜ¥"
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幸良

新

設

新

サ
イ
号
ホ
ン
D
型

(
ス
ー
パ
ー
ヘ
デ
ロ
ダ
イ
ン

)

タ.

一
、
サ
イ
モ
ト
ロ
ン
六
個
使
用

最
新
式
の
機
械
で
あ
り
ま

す
。

二
、
可
愛
コ
ン
デ
ン
サ
ー
は

ジ

y
グ
U
F

・
コ
ン
ト
ロ

1
Y
で

す
。

三
、
セ
コ

シ
ド

・

ρ
1
モ
-
一
ツ

ク
ス
同
調
式
で
あ
り
ま
す
か

ら
特
に
成
度
が
設
敏
で
す
。

定

債

参

百

五

拾

固

也

サ
イ
モ
ホ
ン

D
型

帆
し
毘
空
管
一
九
九
型
大
個

プ
ロ
テ
グ
タ

1
ヂ
ユ

1
プ
二
個
及

サ
イ
モ
ホ
ン
高
整
器
付

T

、yマ

責

御

の

披

露

ぺ
手、

v
-
u

サ
イ
号
ホ
ン

C
型
携
帯
用

主!コ

一
、
サ
イ
モ
ト
ロ
ン

三
偶

使

用
、
特
科
同
路
高
率
の
機
械

で
す
。

一
一、

Y
1
プ
ア
ン
ア
ナ
、
高
務

器
及
電
池
は
同
一
箱
内
に
ゐ

り
、
別
に
家
庭
用
の
電
池
箱

も
あ
り
ま
す
。

三
、
屋
外
ア
ン
-プ
ナ
を
使
用
す

れ
ば
総
収
距
離

一
千
町

四
、
メ
ー
タ
ー
代
用
の
電
池
重

座
試
験
認
が
附
い
て
ゐ
ま
す

定
債
萱
百
八
十
王
国
也

サ
イ
モ
ホ
ン
じ
型
携
帯
用

但
し
真
空
管

一
九
九
型
三
個
家
庭
用
の

場
合
の
電
池
箱
及
電
池
試
臓
器
付

くD

くぐ型挽帯 JI-l) 
15 



三

化

性

膜

虫

と

黙

火

誘

殺

に

就

い

て

(
本
稿
は
伊
龍
餓
道
電
気
株
式
合
祉
楼
上
に
於
げ
ろ
講
演
の
概
要
や
摘
銭
し
土
も
の

で
巧
ろ
)

報

凡
そ
稲
作
害
虫
と
し
て
は
共
種
類
頗
る
多
い

の
で
あ
る
が
.
就
中
重
必
な
も

の
で
.

4
n
人
稲
作
上
に
淡
い
閥
係
を
有
し
て
帰
る
も
の
は
光
づ
.
二
化
性
娯
虫

新

化
性
娯
虫

.
K娯
虫
、

た
て
は
ま
き
、
車円
尺
略
虫
、

浮
塵
子
類
.
黒
色
椿
象
‘

し
な
ど
等
で
あ
ら
う
。
夫
れ
等
の
室
内
虫
の
中
‘

一
化
性
螺
虫
.
た
て
は
ま
き
虫

ダ

は
桁
移
相
時
期
の
繰
下
げ
に
依
り
.
内
げ
摩
子
頻
は
.
一
任
油
法
に
依
り
.
黒
色
椋

象
(
く
ろ
が
め
十
し
)
は
粉
開
平
の
施
問
等
に
依
り
て
、
大
い
に
防
除
の
目
的

は
逮
せ
ら
る
L

の
で
あ
る
が
、
猟
り
ご
化
性
螺
虫
は
.
全
国
到
る
し
胞
に
愛
生
し
、

、ソ

稲
作
民
大
山
中
山
を
肌
(へ

‘
岡
山
米
経
済
上
に
影
響
す
る
事
大
で
あ
り
、
各
地
に
於
て
、

極
力
之
が
調
夜
研
究
に
従
事
せ
ら
る
L

も
.
経
済
的
過
確
な
る
防
除
法
を
組
立

マ

ら
れ
宇
、
人
ー
や
迷
山
H
h
k
入
り
た
る
か
の
感
す
ら
あ
り
賓
に
焔
は
し
い
、
未
解
決

の
大
害
虫
で
あ
る
。
私
北
ハ
は
・
本
虫
に
就
い
て
川
下
研
究
巾
に
あ
る
も
の
で
あ
る

が
‘
以
下
共
概
要
を
迷
ぺ
御
参
考
に
供
し
た

い
と
川心ふ
ο

二

化

性

螺

虫

と

は

一
般
に
析
の
娯
虫
と
云

へ
ば、

此
の
二
化
作
峡
山
を
指
す
も
の
で
あ
っ
て
、

一
年
間

K
於
い

て

回
の
設
ル
ー
を
繰
返
す
も
の
で
あ
る
o

北
ハ
成
虫
褒
生
時
期
は

各
種
の
事
的
に
伏
ツ
て
見
ハ
な
る
が
.
本
腕
下
(
愛
媛
腕
)
に
於
て
は
第
一
化
期

即
ち
初
聞
の
設
生
は
丘
月
・
巾
旬
か
ら
じ
月
下
旬
の
聞
に
行
は
れ
.
第
二
化
問
.

Hi 

愛

媛

脇

立

良

事

試

験

場

，‘
，aa
 

--
-ωEd--

附
よ

長「

純

即
ち
二
回
目
は
八
月
中
旬
か
ら
九
月
下
旬
K
川
っ
て
肘
る
。

而
し
て
第

一
化
期
の
成
虫
は
‘
十
川
代
及
本
川
に
来
り
て
.
稲
葉
の
尖
端
よ
り

約

一
寸
内
外
の
応
に
産
卵
す
る
の
が
大
部
分
で
あ
る
が
.
下
葉
の
方
に
産
卵
せ

ら
る
L
も
の
も
あ
っ
て
.
検
出
容
易
で
な
い
場
合
が
多
い
。
第
二
化
期
は
普
通

業
開
治
し
く
は
之
に
ほ
ぼ
近
し
て
居
る
し
院
に
あ
る
が
.
叉
業
の
中
央
部
及
業
片
と

実
相
の
附
着
貼
等
に
産
卵
せ
ら
れ
て
川
る
場
合
も
多
い
。
成
虫

一
頭
の
産
卵
数

は
、
二
百
粒
か
ら
七
百
飴
杭
に
及
ぶ
も
の
で
あ
っ
七
卯
塊
と
し
て

.
数
日
比
五

り
.
七
八
塊
を
産
附
す
る
も
の
で
あ
る
o

共
一
卯
岨
の
卯
杭
数
は
二
三
十
料
か

ら

一一
百
飴
粒
の
も
の
も
あ
る
。

斯
く
産
附
せ
ら
れ
た
る
卯
塊
は
.
最
初
は
筑
円
色
で
あ
る
が
漸
時
受
色
し
、

三
川
円
後
に
は

貰
紹
色
と
な
り
、
勝
化
期
に
な
れ
ば
紫
黒
色
と
な
り
.
勝
化

後
即
ち
川
殻
は
茨
什
色
と
な
っ
て
居
る
o

但
し
卯
寄
生
協
叫
に
犯
さ
れ
た
も
の
は

一階
児
色
で
あ
る
む

附
化
し
た
幼
虫
は
第

一
化
則
に
於
い

て
は
‘
-
い
ヘ
問
、
実
上

K
H介
り
風
等
に
吹

き
散
ら
さ
れ
て
.
川ト
H
K
分
散
、

京
中
に
喰
入
す
る
も
の
が
多
い
が
.
ル引

レ
[
】
官，aq
・

則
正
於
い
て
は

一
卯
地
よ
り
紛
化
せ
る
の
は
大
部
分
.

一
黙
の
葉
柏
巾
に
集
合

喰
入
し
、
光
づ
.
業
物
の
内
聞
を
喰
室
内
し
・
之
を
純
愛
色
せ
し
め
.
斬
い
昨
に
し
て

川県
巾
に
喰
人
し
、
'
市
大
後
川
園
の
各
北川ー
に
移
持
分
散
し
.
最
仰
は
一

被
中
氏
数
十

~~ 
Hι 
H. 

せ
る
も
の
が
‘
段
後
に
は
大
批
一
常
一
期
と
な
る
も
の
で
あ
る
口



報新タ.

‘'C; 

、ソ

市
し
て
稲
作
上
の
損
害
を
興

へ
る
も
の
は
此
幼
虫
時
代
で
あ
っ
て
.
盛
ん
に

埜
の
内
部
を
喰
害
し
‘
矯
め
に
円
山
総
村
古
川
を
生
じ
、
米
質
牧
草
を
害
す
る
も
の

で
あ
る
。
共
の
幼
虫
期
間
は
各
種
の
事
情
に
依
っ
て
異
る
が
、大
鰐
第
一

化
則
氏

於
て
は
凶
十
目
前
後
と
見
倣
さ
る
べ
く
.
第
二
化
期
の
も
の
は
越
冬
す
る
の
で

あ
る
か
ら
頗
る
長
く
.
八
ヶ
月
か
ら
十
ヶ
月
に
も
立
る
も
の
が
あ
る
様
で
あ
る
。

此
幼
虫
が
成
長
す
れ
ば
焔
と
な
る
の
で
あ
る
が
.
北ハ
の
柄
化
場
川
は
第
一
化
期

マ

は
多
く
被
害
輩
の
葉
納
氏
来
り
.
上
部
に
牛
月
形
の
孔
を
穿
ち
.
議
繭
を
治
つ

て
的
化
し
て
居
る
。
越
冬
し
た
も
の
は
凶
.
五
月
頃
に
蛍
伏
場
所
を
川
て
移
縛

し
.
撃
の
本
口
に
出
で
又
は
議
屑
‘
共
の
他
遁
山
口
同
な
る
所
に
矢
張
り
繭
を
治
つ

て
柄
と
な
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
納
と
な
っ
て
か
ら
は
第
一
化
期
は
約
十
日
ル

く!しの

至
十
川
日
間
，
第
二
化
期
は
七
日
前
後
で
‘
成
虫
即
ち
鰍
と
な
っ
て
現

は
れ
川
る
も
の
で
あ
る
。

螺

虫

の

被

害

程

度

は

愛媛幌伊保'/lllJ町田町訊峨電川11駿!{Lの一部

此
娯
虫
に
依
り
受
く
る
稲
作
の
加
持
は
莫
大
で
あ
っ
て
、
H
M
れ
を
数

字
的
に
如
何
粍
の
被
害
あ
り
や
と
号
一円
ふ
事
を
知
る
は
.
此
の
娯
山
の
駆

除
の
例
底
を
朋
す
る
上
氏
、
又
は
方
法
を
選
定
す
る
上

K
.
最
も
重
要

な
る
も
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
共
被
許
税
度
を
白
川
的
に
知
る
方
法
の

見
る
べ
き
も
の
が
な
い

の
は
‘
遺
憾
で
あ
る
。
そ
と
で
中
間

・
川
闘
病

虫
室
内
研
究
命
日
.
及
山
一K
林
省
に
於
け
る
全
岡
山
州
出
守
主
任
官
舎
議
K
依
り

本
虫
の
制
宮
内
統
計
の
作
製
方
法
を
協
定
し
た
の
で
あ
る
が
.
ま
だ
不
完

全
の
域
を
枕
せ
十
、
不
ム

nm.の
貼
多
く
て

、
今
後
一
隆
の
研
究
に
依
り

成
笑
を
得
る
を
要
す
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
北
、欣
況
を
比
る
と
.
第
一

、

第
二
化
則
北
ハ
溌
蛾
時
期
の
遅
速
に
依
り
‘
著
し
き
相
遣
を
有
す
る
も
の

で
あ
っ
て
‘
一
般
に
第
一
化
期
比
於
い
て
は
設
蛾
時
期
の
遮
れ
た
る
場

合
.
第
二
化
則
氏
於
い
て
は
設
蛾
時
期
の
早
き
場
合
に
於
い
て
、
何
れ
も
共
被

害
程
度
の
大
な
る
は
、試
験
の
紡
巣
に
依
り
、
叉
事
質
に
於
い
て
北
ハ
に
明
ら
か
で

あ
る
。
然
る
に
愛
蛾
時
期
の
遅
れ
た
る
場
合
に
於
い
て
は
賞
牧
容
量
に
於
い
て

は
大
な
る
差
異
な
し
と
雌
も
‘
米
質
及
重
量
に
及
ぽ
す
被
害
は
大
な
る
も
の
で

あ
っ
て
.米
偵
上
よ
り
見
る
拐
容
は
似
る
大
な
る
も
の

で
あ
る
。
左
に
昨
年
度
比

於
い
て
制
探
せ
る
結
果
を
奉
げ
て
見
れ
ば
(
調
有
地
.愛
媛
鯨
伊
藤
郡
岡
出
村
)

同
上
ノ
内

被
害
童
数

九
七
九
本

被
害
激
甚
地

被
害

大

。

中

一
坪
綿
整
数

九
九
八
本

九
四
八

一O
O九

九
九
三

二
八
九

一一坪
玄
米
容
量

玄
米
一

升
容
号
，

九
合

一
勺

三
五
ハ
ハ
匁

三
八
五
匁

三
八
五
匁

三
九
五
匁

五一
ニ
八

九
合
ニ
勺

三
二
七

九
合
凶
勺

九
合
点
勾

4与



即
ち
少
被
害
地
と
激
甚
田
(
全
部
倒
伏
〉
を
比
較
し
て
見
る
と
き
は
、
容
H
I

K
於
て
段
山
口
問
り
一
斗
五
升
の
差
に
止
ま
り
‘
比
較
的
保
少
の
差
あ
る
の
み
、
勿

論
地
匿
を
異
に
せ
る
も
の
な
れ
ば
土
地
共
の
も
の

L

生
産
力
に
於
い
て
差
を
有

し
居
る
も
の
在
れ
ば
、
直
ち
に
之
に
依
り
北
ハ
被
害
の
多
寡
を
諭
す
る
は
、
.
小
ム

nm

で
あ
る
。
け
れ
ど
も
大
要
は
略
鋭
は
る
k

躍
で
あ
る
。
然
れ
ど
も
玄
永

の
一

升
豆

量
に
於
て
凡
る
と
き
は
.
主
ハ
差
凶
十

幸良

五
・匁
を
有
し
.
問
斗
に
劃
し
て
は
一

貫
八
百
匁
の
差
あ
り
、
依
っ
て
少
害

新

地
は
一
俵
の
主
H

亙
(
凶
斗
入
依
装
の

草
川五
加
算
〉
約
十
六
日
八
百
匁
な
る

に
.
激
甚
地
は
約
十
五
貰
に
し
て
生

産
検
芥
に
於
い
て
は
.
到
底
合
格
米

と
し
て
の
民
値
な
く
.
偵
格
上
よ
り

ダ

は
英
大
の
損
害
を
受
く
る
も
の
と
見

、ソ

る
事
が
川
来
る
。

貼

火

誘

殺

の

徹

要

マ

本
最
駆
除
と
し
て
の
結
火
誘
殺
の

起
り
は
随
分
古
い
も
の
で
あ
る
ら
し

保く

[ill 記
に鍬
Wt l亡
l亡依
賓る
行と
せき
らは
れ亨
保
松?
u月1天

を
使
用
し

て
品
送
り
と
郁
し
.
鎖
.

太
鼓
で
問
中
を
歩
き
廻
っ
て
居
た
と

言
ふ
と
と
で
あ
る
.
此
の
風
刺
日
は
二

十
年
前
位
迄
は
未
だ
其
の
跡
を
有
し

18 

て
民
た
の
で
、
私
北
ハ
の
幼
少
な
と
き
.
共
の
品
送
り
の
列
に
加
っ
て
行
っ
た
と

と
を
記
憶
し
て
居
る
。
此
の
事
が
即
ち
鮪
火
誘
殺
の
起
り
を
な
し
て
居
る
も
の

と
認
め
ら
れ
る
の
で
.
方
法
、
名
稿
等
が
次
第
に
袋
一
選
し
.
現
代
に
は
結
火
誘

殺
と
名
付
け
ら
る
k

に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
面
し
て
明
治
三
十
四
五
年
前
後

に
は
.
盛
ん

に
ほ
什
俺
を
使
用
し
此
の
賄
火
誘
殺
が
、
娯
品
駆
除
の
唯
一
の
方
法

と
さ
れ
て
居
た
様
で
あ
る
が
、
何
時
し
か
、
此

の
貼
山
火
誘
殺
に
封
ず
る
反
針
論

点
拘
が
川
て
‘ト
丘
記
珂
山
氏
依
り
北
バ
の
後
中
絶
の
欣
態
で
あ
っ
た
相
で
あ
る
。
即

ち

一
.
火
に
飛
来
せ
る
も
の
は
雄
の
み
に
て
雌
の
.
頗
る
少
き
と
と
、

二
、
た
ま
/
¥
飛
来
せ
る
雌
は
産
卵
後
の
も
の
で
あ
っ
て
.
開
制
除
上
に
は
効

果
な
き
と
と
.

、ノ一一

=
一.
ユ古川
殺
と
同
時
に
従
誌
を
誘
殺
す
る
と
と
.

等
が
主
在
る
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い

。
然
る
に
と

L
K
於
い
て
調
奈
せ
ら
れ
た

結
果
.

ノ

一
.
雌
雄
の
誘
殺
歩
合
は
場
所
に
依
り
.
光
力
に
依
り
必
十
し
も
雄
の
み
に

阪
ら
れ
た
い
と

と、

(其

二
.
燃
火
に
飛
来
せ
る
蛾
の
産
卵
力
を
見
る
と
平
均
二
百
位
(
問
卵
塊
〉
内
外

の
克
卯
を
行
ひ
、
必
や
し
も
産
卵
後
の
も
の

の
み
た
ら
ざ
る
と
と
、

コ
一、
多
少
の
谷
治
は
訪
殺
さ
る

L
も
殆
ん
ど
問
題
と
す
べ
き
程
度
の
も
の
に

あ
ら
十
。
と
と
に
娯
品
邸
除
上
有
力
な
る
卯
寄
生
蜂
の
如
き
は
夜
間
は
始

ん
ど
所
勤
せ
ざ
る
が
如
き
と

と、

等
に
依
り
、
貼
火
誘
殺
の
不
可
論
は
慨
さ
れ
、
特
に
現
時
は
農
村
到
る
所
内
ん

ど
.
電
灯
普
及
し
‘
之

E
利
川
す
る
と

と
に
依
っ
て
従
来
の
無
効
論
を
一
一
持
制
さ

れ
て
近
時
各
地
に
之
が
賓
施
を
凡
.
再、び
貼
火
誘
殺
至
上
論
の
川
る
底
す
ら
あ
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る
が
如
き
現
刈
と
な
り
つ

L

あ
る
の
で
あ
る
。

勿
論
電
灯
貼
火
誘
殺
は
相
首
有
効
た
る
も
の
で
あ
る
乙
と
は
.
震
験
地
に
於

い
て
夫
々
認
め
て
居
る
の
で
あ
る
が
.
こ
t
h

に
於
い
て
然
ら
ば
質
施
上
如
何
な

る
方
法
に
依
る
か
と
言
ふ
賓
際
問
題
に
至
つ
て
は
.
遺
憾
な
が
ら
桜
木
調
有
の

マ

見
る
可
き
も
の
が
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち

一
、
燈
火
に
釘
し
て
娯
虫
が
没
何
税
の
距
離
を
飛
来
す
る
か
.

二
.
散
布
蛾
数
巾
幾
何
科
の
誘
殺
歩
合
を
有
す
る
か
、

=
一
.
知
火
距
離
、
動
火
位
置
は
如
何
.

四
.
水
盤
の
佐
世
.
大
さ
は
如
何
.

五
.
光
力
の
強
弱
は
如
何
.

六
、
如
何
な
る
場
所
に
燈
火
す
べ
か
.

七
、
月
照
と
の
関
係
は
如
何
.

北
ハ
他
数
多
の
問
題
は
未
解
決
で
あ
る
。
た
ピ
推
定
に
依
り
之
を
行
は
れ

居
る
の
み
で
あ
っ
て
、
甚
だ
似
り
な
い
次
第
で
あ
る
。

三〉

そ
と
で
、
山
林
特
に
於
い
て
は
之
等
の
線
本
調
官
刊
を
行
ふ
可
く
本
将

に
本
試
験
を
委
托
し
.
本
鯨
の
計
霊
と
併
せ
十
数
頂
に

.n.
り
日
下
試
験

ノ

施
行
中
で
あ
る
か
ら
何
れ
年
を
重
ね
時
機
を
見
て
護
表
す

る
機
舎
を

持
つ
で
あ
ら
う
。
要
す
る
に
螺
虫
駆
除
法
は
経
済
上
と
密
接
の
関
係
を

有
し
て
居
り
、
特
に
現
下
農
業
経
済
飢
調
の
折
柄
、
多
額
の
絞
費
を
之

に
投
十
る
と
と
の
到
底
不
可
能
で
あ
っ
て

‘
甚
だ
し
き
は
娯
虫
駆
除
労

力
を
他
の
職
業
に
用
ひ
.
生
所
也
接
の
牧
入
の
詮
に
充
つ
る
が
如
き
以

態
で
あ
る
の
で
、
努
力
と
多
額
の
投
資
を
要
す
る
方
法
は
到
底
邸
除
の

く~.~

徹
底
、
並
び
に
普
及
性
を
有
し
な
い
と
凡
な
け
れ
ば
な
ち
ぬ
の
で
あ
る

か
ら
、
今
後
の
研
究
事
項
は
向
ほ
以
っ
て
山
を
な
す
と
し
な
け
れ
ば
な

ら
ね
。

誘
蛾
電
燈
{
貫
験
項
目
の
註
務

(
一
)
貼
火
場
所
と
誘
殺
蛾
の
関
係

(
臨
屋
)

娯
蛾
設
生
の
第
一
化
期
に
於
て
誘
峨
電
燈
を
設
置
す
る
場
合
、
共
動
火
場

所
は
田

代
地

間
関
.
堆
積
菜
附
近
等
の
内
何
れ
が
最
も
有
効
な
る
や
を

質
験
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。

各
賞
験
医
の
距
離
は
コ
一
十
間
以
上
で
あ
り
ま
し
て
、

十
六
燭
光
を
各
川
個

宛
鈷
火
致
し
ま
し
た
。

而
し
て
此
の
賓
験
は
一
化
期
の
み
で
あ
り
ま
す
。

、
ニ
)結
火
位
置
の
高
低
と
、
誘
殺
蛾
並
に
結
火
周
園
の
被
害
関
係
(
大
間
〉

19 



電
燈
取
付
の
高
さ
は
地
上
何
尺
が
H

取
も
遁
常
で
あ
る
か
を
質
験
す
る
の
で

あ
り
ま
し
て
、
随
っ
て
水
盤
と
光
源
の
距
離
は
全
部
同
寸
で
あ
り
ま
す
。

各
二
十
問
を
離
れ
て
一
直
線
に
設
置
し
、
共
の
高
さ
は
最
低
一
尺
五
寸
よ

り
三
尺
、
五
尺
、
八
尺
、
十
尺
.
ま
で
の
五
区
に
分
ち
て
貼
火
致
し
ま
し

?亡。

幸良

(
三
)
水
盤
の
大
小
と
誘
殺
蛾
の
関
係

(
必
久
美
〉

走
は
項
目
文
の
通
り
水
盤
の
太
さ
は
直
径
何
尺
の
も
の
が
遁
蛍
で
あ
る
か

を
賓
験
す
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
地
上
は
全
部
三
尺
に
設
置
致
し
ま
し
て
、

水
盤
は
最
少
直
径
一
尺
よ
り
一
尺
五
寸
、
一
尺
八
寸
、
二
尺
、
二
尺
五
寸

新

の
五
種
に
分
ち
設
置
致
し
ま
し
た
。

ダ

(
四
〉
水
盤
と
光
源
と
の
距
離
と
誘
殺
蛾
の
関
係

水
盤
と
光
源
と
の
距
離
は
従
来
五
六
寸
科
度
が
遁
蛍
た
り
と
し
て
居
ま
す

が
.
賓
際
は
何
寸
が
有
効
た
る
か
を
賓
験
す
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
共
設

置
法
は
全
部
十
六
燭
光
を
貼
火
し
.
水
盤
も
同
型
で
あ
り
ま
し
て
、
高
さ

(
開
高
柳
)

ツ

も
同
様
で
只
水
盤
と
の
距
離
を
最
短
二
寸
よ
り
五
寸
、
九
寸
、

寸、

二
尺
の
五
程
に
分
ち
貼
火
致
し
ま
し
た
。

(
五
)
結
火
距
離
と
苅
果
関
係

尺

マ

ハ
凶
古
泉
)

走
は
一
町
歩
内
に
於
て
何
問
の
距
離
に
貼
火
す
る
の
が
適
首
で
あ
る
か
を

賞
験
す
る
の
で
あ
り
ま
し
て
‘
此
西
古
泉
に
於
き
ま
し
て
は
全
部
十
六
燭

光
を
貼
火
し
‘

一
町
歩
を
各
一
匹
と
定
め
‘
各
市
肌
は
ご
一十
間
以
上
を
離
れ

全
部
同
じ
高
さ
に
同
型
の
水
盤
を
設
置
致
し
ま
し
た
。
そ

の
賠
火
距
離
及

灯
数
は
弐
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

厄匡

一
町
歩
内

出ii
火
十昨1
五離
間十
問

一一十
灯

同

十
問
灯
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1P~ 

灯

二
十
間

j¥ 

同

n
N
 

H
H
E
 

~ 

灯灯

同

寸
間

五

w.: 

四
十
|甘l

同

(
六
)
光
力
の
強
弱
と
貼
火
灯
教
と
誘
殺
蛾
の
関
係

(
口
忠
良
内
)

之
は
一
町
歩
内
に
於
て
の
紡
火
山
川
力
及
灯
数
は
何
程
が
尤
も
優
良
た
る
成

績
を
得
る
か
‘
叉
B
ラ
ン
プ
と
C
ラ
ン
プ
は
何
れ
が
優
秀
な
る
か
.
石
油

ラ
ン
プ
と
の
封
照
等
を
質
験
す
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
即
ち
次
に
記
し
ま

し
た
通
り
一
町
歩
内
に
於
て
.
五
十
燭
光
一
例
に
封
コ
一
十
五
燭
二
例
.
或

は
五
燭
光
十
個
等
何
れ
が
有
効
在
る
か
、
等
を
賓
験
す
る
の
で
あ
り
ま
す

設
置
方
法
は
全
部
向
型
の
水
盤
を
同
じ
高
さ
に
設
備
致
し
ま
し
た
。

医

一
町
歩
内

五
十
燭
光

個

E正

一
一
二
燭
光

イ同

同

直

二
五
燭
光

イ同

同

円

N
H
H
ι
 

置

{同

十
六
燭
光

同

五.

医

イ岡

十

燭

光

同

五

_...._ 
/¥ 

十

加
物

五

燭

光

同

七

~ 

{間佃伯i

石

油

灯

十

7
4
7
/
f
四
十
ワ
ッ
ト
一

(
:
;
:
六
十
ワ
ッ
ト
一

(
七
)
宅
地
附
廷
に
結
火
誘
殺
の
効
果
関
係
(
上
高
柳
)

娯
蛾
の
愛
生
の
最
も
多
き
場
廃
は
.
殆
と
宅
地
附
近
で
あ
り
ま
し
て
、
之

同

八

区

同

を
誘
殺
す
る
に
は
宅
地
を
離
る
事
、
何
聞
の
場
廃
が
最
も
有
効
な
る
か
を

質
験
す
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
共
設
置
方
法
は
全
部
十
六
燭
光
を
同
等
の

高
さ
に
貼
火
し
、
向
型
の
水
盤
を
設
け
、
之
を
七
匿
に
分
ち
、
最
短
距
離

十
間
よ
り
卜
五
問
、
廿
間
.
廿
五
問
.
一
二
十
問
.
三
十
五
問
‘
四
十
問
陀



駒
大
教
し
ま
1
L
た
c

以
上
七
項
目
を
質
験
す
る
事
に
友
り
ま
し
た
が
‘
扱
て
之
が
水
搭
管
理
毎
朝
誘

殺
蛾
調
芥
共
他
賓
験
に
関
す
る

一
一
切
の
取
扱
は
、
決
し
て
部
孫
氏
に
手
を
着
け

さ
せ
や
.
全
部
農
事
試
験
場
よ
り
出
張
整
理
調
有
せ
ら
る
L
の
で
あ
り
ま
す
。

共
の
主
な
る
吸
は
次
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

(

一

〉

各
頂
毎
日
誘
殺
蛾
の
雌
雄
別
調
布

五
日
目
毎
に
烈
火
附
近
十
問
周
固
の
採
印
調
布

一
化
期
末
九
月
上
旬
、
巾
旬
の
三
回
賄
火
附
近
の
被
害
山
県
教
切
採
調

(一一)

報

(
=
一
〉

11: 

新

市
代
鄭
火
は
特
に
貼
火
前
と
翌
朝
の
二
回
附
近
十
問
周
聞
に
散
在
せ

る
螺
蛾
の
雌
雄
別
調
査

閃
に
貼
火
期
間
(
賓
験
)
は
六
月
十
二
日
よ
り
九
月
十
二
日
に
至
る
一
一一ケ
月
間

(
問
)

ダ

で
あ
り
ま
す
。

、ソマ

ア

ン

テ

ナ

と

災

害

防

止

逓
信
省
電
信
課
長
高
間
善
皮
氏
は
八
月
二
十
日
ア
ン
テ
ナ
と
災
害
防
止
に
就

て
大
剛
閥
次
の
校
な
誹
演
を
放
送
せ
ら
れ
た
、
ラ
ヂ
オ
フ
ァ
ン
と
し
て
は
き
L
逃

し
て
友
ら
ね
も
の
で
あ
っ
た
.
婆
心
ま
で
に
そ
の
要
賦
を
略
記
し
て
長
く
。

「
初
秋
は
我
岡
の
雷
雨
期
で
あ
り
且
胎
風
の
襲
来
期
で
あ
る
か
ら
ラ
ヂ
オ
受

信
家
は
特
に
次
の
様
な
貼
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
岡
山
ふ
。

一
、
ア
ン
テ
ナ
を
架
設
す
る
時
に
は
電
灯
線
、
一電
話
線
.
・
紅
ど
家
の
附
近
に
あ

る
や
否
や
を
十
分
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
と
れ
は
災
害
ば
か
り
で
は
な
い

聞
え
方
に
も
叉
大
に
関
係
す
る
.
殊
に
ア
ン
テ
ナ
附
近
に
高
原
一
線
あ
る
場
合

は
.
官
雨
や
暴
風
の
時
に
も
危
険
な
き
様
十
分
注
意
し
て
建
設
し
た
け
れ
ば

な
ら
ね
。

二
、
高
廊
一紋
の
あ
る
時
に
は
絶
憾
に
危
険
を
さ
け
る
協
に
充
分
注
意
し
‘
止
む

を
得
ざ
る
場
合
は
ル

l
プ
ア
ン
テ
ナ
の
如
き
.
屋
内
ア
ン
テ
ナ
を
川
ふ
る
が

良
い
。

二
、
屋
外
ア
ン

テ
ナ
を
使
用
す
る
時
に
は
.
必
十
避
相
同
器
を
取
り
つ
け
ね
ば
な

ら
ね
。
が
決
し
て
高
摩
川
机
あ
る
所
の
み
と
り
つ
け
れ
ば
良
い
と
云
ふ
の
で
は

た
く
.
何
れ
の
家
庭
で
も
ラ
ヂ
オ
を
取
り

つ
け
て
ゐ
る
所
は
避
宮
器
の
必
要

が
あ
る
と
:
j

i
--
:
。

マア タ'ランプのラヂオ遊雷器

ニ 盟主

定償金正 7.50
:H 



誘

蛾

:'r:. 
t宅

.，d. 
am 
Eヨ

5毒

燈

報

去
る
七
月
二
日
伊
強
制
M

迫
電
気
株
式
合
枇
の
主
催
に
か
L

る
‘
九
市
川
蛾
燈
に
閲

す
る
静
淡
舎
が
閃
か
れ
た
、
同
一
枇
が
殺
ね
て
よ
り
誘
蛾
燈
に
就
て
熱
心
に
研
究

さ
れ
て
居
る
事
は
す
で
に
世
に
知
ら
れ
て
ほ
る
‘
現
今
同
将
内
氏
十
八
町
村
に

新

渉
っ
て
誘
蛾
燈
が
貼
大
さ
れ
て
居
る
。

よ
へ
れ
に
依
っ
て
で
も
あ
ら
う
が
、
今
回
訪
蛾
燈
に
関
す
る
徹
底
的
研
究
が
農

林
省
か
ら
本
鯨
農
事
試
験
場
托
依
托
さ
れ
た
。

モ
と
で
同
試
験
所
技
手
河
野
嘉
純
氏
は
岡
川
村
の
地
を
選
定
さ
れ
て

'M
ふ
じ

ダ

ヶ
年
の
総
額
研
究
に
昔
前
千
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

伊
議
電
倣
命
川
一
肌
は
と

の
現
欣
を
扱
く
紹
介
す
る

H
的
を
以
て
、
と
L

に
一
訪
蛾

燈
に
閲
す
る
誹
涜
命

Zι
開
催
さ
れ
.
各
電
燈
閥
係
の
合
枇
を
知
符
さ
れ
た
。

同
一杭の
好
意
を
御
う
け
し
て
同
日
午
後

一
時
参
集
さ
れ
し
人
々
は
弐
の
如
く

、フマ

で
あ
っ
た
。

岡
兎
之
吉
氏
(
土
杭
屯
策
〉

氏
(
東
邦
電
力
〉
幸
野
谷
正
二
郎
氏
.
林
一
行
川
一
氏
(
巾
附
合
同
電
気
〉
安
藤
紘

男
氏
(
岡
山
.
電
灯
)
松
本
康
氏
、
山
本
一男
氏
‘
佐
々
木
向
美
氏
、
米
津
精
氏
.

栄
木
尚
一詩
人
氏
、
秦
静
人
氏
、
原
則
潔
氏
(
成
品
電
気
〉

高
崎
良
一
氏
、
巾
村

末
人
氏
(
大
佐
川
電
集
)
阿
川
健
吉
氏
(
熊
本
電
気
)
向
山
光
士
口
氏
(
京
京
.篭

燈
山
陰
支
出
)
一
一
一
木
英
治
氏
(
山
陽
中
央
水
一
定
)
山
仔
光
窓
氏
(
九
州
水
・
刀
〉
多

田
隆
氏
ハ
愛
媛
鯨
農
舎
技
師
)

中
村
誠
、

附
草
炭
〈
東
京
・
電
策
)
以
上
二
十三
一名

早
川
朱
コ
一郎
氏
‘
山
沢
永
小
，
次
郎
氏
‘
松
尾
郡
八

の

言E
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午
後
一
時
を
渦
ぐ
る
数
分
.
同
一
肌
中
村
一
杭
長
は
挨
拶
を
兼
ね
て
‘
本
燃
の
操

業
に
闘
し
‘
特
に
義
佳
作
兵
衛
の
事
た
ど
に
つ
き
力
あ
る
話
を
さ
れ
た
。

失
に
同
一
肌
電
燈
課
長
、
一
向
岡
恨
士
口
氏
は
.
「
誘
蛾
電
燈
の
経
済
的
関
係
に
就

て
L

と
題
し
‘
同
氏
の
賞
験
、
或
は
共
他
種
々
の
資
料
に
ょ
に
て
‘
誘
蛾
灯
の

経
済
問
係
に
就
て
詳
細
に
の
べ
ら
れ
た
、
同
氏
は
人
も
知
る
如
く
.
我
閣
に
於

る
け
誘
蛾
灯
或
は
州
民
事
電
化
等
の
先
駆
新
で
北
ハ
熱
心
に
は
全
く
敬
服
せ
ざ
る
を

件
な
い

の
で
あ
る
。

会
氏
の
誹
演
の
一
部
は
す
で
に
‘
前
に

マ
ツ
信
新
報
紙
上
に
も
掲
載
さ
れ
し

事
も
あ
り
、
ま
た
将
来
色
々
研
究
の
結
果
を
夜
表
さ
る
L

事
と
信
宇
る
が
‘
要

す
る
に
誘
蛾
燈
な
る
も
の
は
.
経
済
上
十
分
利
得
の
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
唯

農
民
の
資
力
に
臆
じ
.
電
灯
台
枇
が
或
る
貼
ま
で
打
協
、
協
力
し
て
行
か
ね
ば

賓
行
は
内
難
で
あ
る
.
と
云
ふ
意
味
を
述
べ
ら
れ
た
。

衣
に
本
版
農
事
試
険
所
技
手
河
野
嘉
純
氏
は

「
娯
峨
設
生
と
誘
蛾
電
燈
に
就

て
」
と
題
し
、
氏
の
専
円
で
あ
る
娯
蛾
に
閥
し
.
並
に
現
'
一
代
の
試
験
に
就
て
漣

べ
ら
る
.
と
の
講
演
の
大
要
は
別
項
同
氏
の
王
稿
の
如
く
で
あ
る
か
ら
と
k

に

は
附
し
て
お
く
。

山
耐
山
似
合
の
終
っ
た
時
は
す
で
に
五
時
を
過
ぎ
て
居
た
。

夫
よ
り
一
同

-H動
車
数
苓
士
連
ね
て
同
市
第
一
の
明
治
枝
に
招
待
さ
れ
.
非

常
な
る
饗
踏
に
あ
づ
か
っ
た
。
加
ふ
る
に
井
上
枇
長
‘
並
に
共
他
の
方
々
の
鄭



重
な
る
御
強
拶
に
針
L
B
唯
々
恐
縮
の
外
は
な
い
‘
厚
く
感
謝
の
・
詰
を
表
し
て

ゐ
く
。
七
時
川
十
分
汽
車
に
て
問
問
村
氏
向
ふ
.
露
口
・支
配
人
.
高
岡
謀
長
、
そ
の

他
同
一杭
員
十
名
、
を
加
へ
線
計
品
川
五
六
名
の
多
数
で
あ
る
.
汽
車
は
刊
に
一
同

の
た
め
に
一
等
車
二
芸
を
貸
切
り
て
量
供
さ
れ
た
。

同
川
村
に
つ
い
た
時
は
す
で
に
日
は
暮
れ
て
、
誘
蛾
灯
は
駄
々
と
し
て
諸
々

に
見
ら
れ
た
、
勝
の
前
に
は
賞
地
の
案
内
闘
が
大
き
く
掲
げ
ら
れ
て
居
る
、
誠

比一

円
瞭
然
で
あ
る
。

幸侵

一
同
は
一
列
に
な
っ
て
各
誘
蛾
灯
を
見
墜
し
た
。

古
川
城
は
非
だ
氏
く
.
拍
限
定
の
九
時
牛
ま
で
に
約
半
分
だ
け
見
取
し
た
、
時
刻

新ダ

奉

光

の

、フ

長

野

電

マ

「
信

濃

て

は

月

と

併

と

お

ら

が

そ

ば

」

俳
人
一
茶
の
何
で
あ
る
。
貨
に
長
野
と
云
へ
ば
普
光
寺
.
月
は
同
毎
氏
、
更

••• 

科
そ
ば
、
と
信
濃
の
=
一
名
物
と
し
て
宣
侍
さ
れ
来
た
が
‘
最
近
は
更
に
光
の
街

て
ふ
長
野
の
一
名
物
を
現
出
し
た
o

之
れ
は
前
年
善
光
寺
前
大
通
り
道
路
が
改

修
扱
以
さ
れ
る
に
連
れ
善
光
寺
に
直
商
し
た
道
の
雨
側
に
数
行
本
の
街
路
照
明

什
れ
が
建
て
ら
れ
た
震
に
整
然
煤
々
と
し
て
弼
陀
の
光
と
共
に
所
謂
光
の
街
と
化

し
凡
ら
ゆ
る
意
味
の
大
長
野
を
紹
介
し
て
ゐ
る
。

(
此
の
事
は
阪
に
本
誌
が
紹

介
し
た
所
で
あ
る
)

燈

の
闘
係
で
蛾
が
未
だ
盛
ん
に
な
ら
ね
内
引
き
上
げ
た

の
は
残
念
で
あ
っ
た
が
，

然
し
可
成
り
多
数
水
盤
中
に
浮
ん
で
府
た
の
が
認
め
ら

μ
た
。

袋
内
殺
の
‘
川
一
拡
電
燈
謀
規
制
係
.
伏
仙
川
森
太
郎
氏
は

一
々
賞
地
に
つ
き
詐

制
に
説
明
さ
れ
た
.
全
氏
に
は
本
タ
の
案
内
役
た
る

の
み
な
ら
十
、
本
日

の
桃

出
脅
か
ら
晩
餐
舎
に
至
る
ま
で
一
切
の
御
世
話
な
し
て
下
す
っ
た
事
を
厚
く
感

謝
す
る
。

見
取
終
っ
て
本
枇
医
師
っ
て
散
命
同
し
た

の
は
丁
度
十
時
で
あ
っ
た
。

方
な
ら
ね
御
好
意
に
感
謝
の
苦
を
表
し
て
第十
を
お

け
以
後
に
全
杭
の
方
々

の

(
お
わ

り
〉

イ土

株

式

活

躍

曾

社

の

此
の
模
範
街
路
照
明
の
設
備
を
主
唱
さ
れ
た
る
は
勿
論
長
野
電
灯
曾
祉
で
あ

る
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
ね
。
が
長
野
市
民
が
叉
如
何
に
都
市
褒
展
の
た
め
良
照

明
が
必
要
で
あ
る
か
を
確
認
せ
ら
れ

l
殊
に
長
野
市
の
如
き
他
地
方
よ
り
槻
光

客
の
多
き
都
市
で
し
た
結
果
で
あ
る
。
向
叉
今
春
四
月
は
佐
久
支
庖
管
内
に
て

増
燭
灯
の
大
奉
仕
を
敢
行
さ
れ
た
。
今
北
ハ
の
結
果
も
左
表
の
如
き
大
成
功
を
牧

め
た
同
社
の
積
極
的
管
業
方
策
を
物
語
っ

て
居
る
o
不
取
敢
斯
業
家
の
御
参
考

に
費
し
度
い
。

2~ 



御

照 明

型銭否批 579
-灯用 A ングント

定償 y45，00 
11:上金イプジ
銀イプジ

全長 ~6吋

笠の直何 7吋

マ

披

器 具

ツ ダ 新

露

/ 

型録部披(i().j プラクYト

定償￥ 29，00

幸良

仕上金イプ ジ 銀イ プミ/ 腕の突出4112吋

型録者続 5141-RRD 大型セード

定限 y45，00 
着色模様付

直径 1('吋 深 10%吋

型持寄披日41-:1;n 大型セード

定償 y45，00 
型銭高披 6'17/5141-337

一灯用 A ングシト

定償 r82，50 着色模様付

直径 6)す 深 10%吋 全長 54吋笠の直径 16吋

習量U

‘ 
型.2義者?協 578
ニ灯用 A シダント

定償 r79，0) 
仕上金イプ ジ 銀イプジ

全長'1::吋笠の直也12IA吋

2.1 
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型銭爵批6471九lH-407
一灯用 A シダシト

定償￥ 87，50
全長 54吋笠の直径 16吋

マ

型銭高披 577

三灯用 A ンダント

定償￥ 125，00
仕上令イプ ジ

銀イプ ジ

全長 54吋

笠の直径 :?0吋

ツ ダ 新 報

棄庁 鐙

家自自

責

言!;
Iol 級

型i最悪説 580 ー灯用 プラヶy ト
定償 y32，50 

仕上金イプジ銀イプジ

腕の突出「吋 笠の直径 7吋

型銭苔批 5111 :333 大型セード

定償 y45ρ。
着色模様付

直径 16吋 深 103，4吋

型銭需披1)141-407 大型セード

定償￥ 50，∞
浮出彫刻模様付

直径 16吋 深 103，4吋

~'ii長爵披 647
一灯用 A シダシト

笠ナ γ

定慣 y 37，50 
仕上金イプ ミ/

銀イプミ/

全長 44吋
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海

増灯敬

増 B 

2.九ヌ1

ミh
一←型堂令型計島車灯灯」杭敬監

日.Xλ省

i1.I'-~;-{ 

ν~.4乃0

士、

増灯ニョ ，レーク月 ノ:増収
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電

燈

燭

力

向

勧

誘

鞍

上

我
一一
本
松
電
気
株
式
合
枇
供
給
の
電
燈
は
平
面
的
に
は
普
及
し
た
る
も
立
鰭

幸良

的
に
は
向
向
上
す
る
飴
地
が
津
山
あ
り
ま
す
c

共
電
燈
照
明
を
調
抗
す
る
に

一

燈
台
り
十
一
一
.
燭
弱
に
し
て
米
関
の

一
燈
賞
り
平
均
六
十
三
燭
に
比
較
せ
ば
.雲
泥

の
差
が
あ
り
ま
す
。
之
を
向
上
す
る
に
は
二
つ
の
法
を
選
ぶ
。
一

は
需
要
家
慰

安
と
し
て
所
勤
窮
民
を
公
開
し
共
h

貼
上
に
て
照
明
向
上

の
講
演
を
行
ひ
然
る
後

新

勧
誘
戦
に
移
る
。
二
は
震
地
高
燭
を
勧
誘
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。

積
極
的
に
は
芭
援
制
誘
す
る
を
良
策
た
り
と
田
山
ふ

の
で
あ
り
ま
す
。
今
回
の

(
大
正
十
五
年
間
月
十
五
日
よ
り
凶
月
三
十
日
迄
十
六
日
間
)
勧
誘
計
重
は
乃
ち

こ
の
方
法
に
よ
り
穴
倖
ピ
ラ
撒
布
の
後
質
地
に
勧
誘
し
た
る
も
の
に
し
て
、
私

と
し
て
は
将
来
も
僅
か
の
印
刷
費
を
芥
ま
宇
再
一
一
一繰
返
し
.
最
適
度
ま
で
高
燭

力
の
勧
誘
を
秘
結
し
た
い
と
お
も
ひ
ま
す
。
就
て
は
這
回
の
勧
誘
期
間
中
遭
遇

ダ、yマ

せ
し
事
震
を
記
録
し
て
み
た
い
と
存
じ
ま
す
。

、、

、、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

需
裂
家
の

一
部
が
和
照
明
に
目
ざ
め
た
機
曾
を
狽
ひ
.

マ
ツ
ダ
瓦
斯
入
電
球

、、、、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

の
値
下
断
行
、
之
に
と
も
友
い

二
コ
一の
特
典
を
利
用
し
、
議
定
の
五
百
燈
を
突

、、、、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

破
し
=一
倍
を
越
す
一
千
六
百
十
=
一燈
を
勧
誘
し
得
た
る
は
大
成
功
に
し
て
近
来

、、、、

、
、
、
、
、

の
痛
快
事
で
あ
り
ま
す
。
始
め
高
燭
勧
誘
計
重
に
際
し
、
何
故
五
百
燈
の
計
霊

を
た
し
た
る
か
、
そ
れ
は
過
ぐ
る
大
正
十
三
年
花
咲
く
四
月
、
五
百
燈
計
霊
を

以
て

マ
ツ
ダ
電
球
の
宣
倖
班
に
御
援
助
を
乞
ひ
、
需
用
家
慰
安
の
所
動
家
民
を

公
開
し
.
其
席
上
照
明
に
関
す
る
講
演
を
行
ひ
、
枇
員
総
出
動
不
眠
不
休
の
活

の

成

功

に

就

て

二

本

松

電

気

株

式

曾

社

回

英

石

動
を
以
て
勧
誘
に
従
事
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
然
る
に
僅
か
に
三
五
六
燈
に
過

ぎ
や
話
を
早
く
申
す
た
ら
一
度
の
経
験
を
以
て
去
る
年
の
勧
誘
成
績
を
ゐ
も
ひ

成
功
し
て
五
百
燈
と
極
く
少
き
強
想
に
出
た
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
然
る
に
計

輩
せ
る
五
百
燈
計
霊
は
全
然
裏
切
ら
れ
.
五
百
燈
は
凶
五
日
に
し
て
・
突
破
し
、

旭
日
昇
天
の
勢
を
以
て
一
日
一
日
と
好
成
績
を
皐
げ
た
る
は
、
各
勧
誘
員
の
奮

闘
努
力
に
待
つ
も
の
多
し
と
雌
も
、
叉
一
に
は
需
用
家
の
照
明

K
閲
す
る
智
識

が
進
歩
せ
る
結
果
と
ゐ
も
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。

明

る

い

御

庖

は

吃

度

繁

口

回

人

は

信

問

、

電

気

は

利

用

た
ど
の
標
語
は
す
で
に
超
越
し
て
居
る
様
に
訟
も
わ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ

の
他
成
功
し
た
る
原
因
と
し
て
二
三
例
皐
せ
ば

一
、
従
来
マ
ツ
ダ
瓦
斯
入
電
球
に
は
=
一O
W
(
二
十
凶
燭
光
相
賞
)
以
上
の
電
球

の
慮
、

這
般
設
費
開
始
せ
る
新
マ
ツ
安
全
艶
消
の
二
O
W
(
十
六
燭
光
相
首
〉

が
到
着
せ
る
鴬
め
五
燭
乃
至
十
燭
光
よ
り
容
易
に
儲
変
更
し
得
た
る
と
と
.

二
、
今
回
の
勧
誘
開
始
に
際
し
、
東
京
電
気
仙
差
出
張
所
勤
務
の
菊
地
氏
の
御

教
示
と
、
而
し
て
同
曾
社
設
行
「
照
明
向
上
商
鞍
計
書
書
」
に
基
き
各
捲
任
直

域
を
定
め
‘
各
班
に
班
長
一
名
班
員
若
干
名
を
以
て
商
戦
部
隊
を
編
成
し
、

規
律
正
し
く
所
動
せ
る
結
果
か
と
訟
も
わ
れ
ま
す
。

29 



三
、
此
紙
上
を
以
て
巾
す
も
甚
だ
れ
由
と
が
ま
し
き
と
と
た
れ
共
、
高
燭
力
勤
法
制

調
持
係
と
し
て
一
言
巾
述
べ
皮
き
は
.
各
班
北
ハ
日
々
勧
ゅ
う
せ
る
燈
教
を
迅

速
に
調
十
九
八
し
、
過
般
人
集
を
博
せ
る
一
開
島
民
友
主
催
青
年
議
命
日
投
凶
討
に
擬
し
.

成
績
を
作
製
し
各
班
に
配
布
せ
る
と
と
で
あ
り
ま
す
人
と
生
れ
て
御
可
一
叩
広
寸

の
心
紅
き
も
の
た
く
.

一
度
設
表
さ
る
L

や
今
夜
と
そ

一
帯
広
と
御
方
競
守

せ
る
結
果
も
合
み
れ
宿
る
と
と
と
ゐ
も
ひ
ま
す
。

問
.
猪
又
蛍
一
位
計
霊
泊
中
し
た
る
も
の
と
は
云
ひ
た
が
ら
、
又
マ
ツ
タ
瓦
斯
入

報

電
球
の
一
般
の
人
気
に
投
じ
赦
迎
せ
ら
れ
た
る
に
よ
る
事
で
あ
り
ま
す
。
し

新

か
し
て

マ
ツ
ダ
瓦
斯
入
電
球
に
時
変
更
し
た
る
も
の一

千
六
百
三
燈
に
し
て
‘

勧
ゅ
う
一杭
域
の
約
二
六
%
に
蛍
り
柳
か
照
明
改
善
の
震
を
翠
げ
作
た
る
と
共

に
、
和
賞
の
増
牧
を
得
た
る
は
努
力
に
針
す
る
報
酬
と
し
て

‘
誠
氏
愉
快
に

堪
え
ざ
る
，
次
第
で
あ
り
ま
す
。

ダ

勧
誘
に
依
り
高
焔
力
に
愛
更
せ
る
燈
数
、
萱
千
戸
丸
百
燈
に
し
て
、
技
官
内
川
千

五
拾
五

「
ワ
ッ
ト
」
の
増
。

、y

勅
訪
に
依
り
新
増
設
、
叉
は
休
燈
に
馳
火
せ
る
燈
数
‘
萱
百
拾
参
燭
K
し
て

、

登
千
九
百
武
拾

「
ワ
ッ
ト
」
の
増
。

マ

合
計

萱
千
六
円
治
参
燈
K
し
て
.
高
R
寓
瓦
千
九
百
七
拾
冗

「
ワ
ッ
ト
」
給

燭
光
計
算
宣
千
武
百
七
怜
八
燈
。

終
り
に
勧
誘
期
間
中
何
央
れ
と
友
く
御
教
示
下
さ
れ
し、

東
京
.
電
気
仙
益
出
張

所
の
菊
地
氏
の
御
厚
意
を
深
謝
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
(
二
.
定
時
報
ヨ
リ
)

ヌ0

ffi 
Eヨ

桑

原

と

北
円
か
ら
怖
い
も
の
恐
ろ
し
い
も
の
と
し
て
地
謀
、
街
、
火
事
.
親
爺
と
教

へ

ら
れ
て
ゐ
る
。
我
問
は
巾
す
ま
で
な
く
.
大
の
地
出
図
で
利
息
的
に
地
長
か
ら

受
け
る
惨
容
を
逃
れ
や
う
と
先
生
誌
が
研
究
し
て
ゐ
る
し、

機
の
花
よ
り
も
有

名
友
江
戸
の
花
(
敢
て
江
戸
ば
か
り
で
は
た
い
が
)
火
事
も
消
防
の
完
備
と
建
築

の
改
良
に
よ
っ
て
大
に
そ
の
耐
を
防
ぐ
事
で
あ
ら
う
。

同
が
地
山
政
や
火
事
の
起
っ
た
時
に
は
誰
も
飴
り
冗
ひ
の
様
な
事

を

云
わ

ね

が
‘
初
り
需
の
鳴
る
時
に
は
恐
ら
く
日
本
金
闘
で
つ
桑
原

々
々
し
と
呼
ぶ
、
近
年

東
京
な
と
で
は
殊
に
地
医
が
多
い
の
で
肝
を
冷
す
様
な
J

ア
カ
物
で
た
い
限
り
‘

少
々
冗
談
集
も
混
っ
て
‘
「
桑
原
々
々
'
」
と
一五
ふ
人
も
あ
る
.
叉
九
州
地
方
て
は

地
長
が
あ
る
と
「
京
塚
々
々

」
と
云
ふ
と
.. ム
ふ
事
も
そ
の

地
方
の
方
か
ら
き
い

た
事
が
あ
る
。

所
で

と
の
「
桑
原
」
で
あ
る
が
と
う
一五
ふ
事
を
唱
ふ
る
の
は
他
で
も
た
い
悉

¥
恐
怖
心
の
夜
露
で
あ
ら
う‘

何
れ
に
し
て
も
雷
の
災
害
か
ら
逃
れ
よ
う
と
云

ふ
山
ん
文
に
相
泣
な
い
。
で
と
の
桑
原
の
州
所
で
あ
る
が
一
訟
に
「
大
阪
府
下
の

桑
原
村
に
真
言
宗
で
四
一
附
寺
と
云
ふ
の
が
あ
り
‘
位
職
金
源
上
人
が
落
需
を
捕

「
天
奔
山

っ
て
二
度
と
と
の
桑
原
村
民
孫
さ
ね
と
約
束
さ
せ
た
」
云
ふ
の
や
.

で
保
同
公
に
縫
っ
た
と
一五
ふ
皆
原
道
民
公
の
未
孫
桑
原
子
岱
家
か
ら
は
雷
よ
け
の

訟
符
を
配
布
し
た
と
一式
ふ
体
設
か
ら
.
と
の
一校
符
を
持
ち
合
さ
た
い
人
が
苦
し

い
時
の
一
柳
だ
の
み
で
宵
鳴
の
時
桑
原
々
と
一疋
ふ
の
で
あ
る
」
と
か
、
叉
信
州
で

は
「
桑
州
へ
落
ち
た
需
が
切
株
で
円
を
つ
い
た
.
そ
れ
以
来
百
公
は
桑
原
を
恐

れ
る
」
友
ど
と
云
ふ
所
か
ら
桑
原
々
々
と
一五
へ
ば
決
し
て
務
即
回
し
た
い
と
一五
ふ

版
ふ
・
な
迷
信
か
ら
品
川
以
と
糾
へ
る
の
で
あ
る
と
一五
ふ
事
で
あ
る
。
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の

使

用

法

士

松

選

揮

と

そ

の

幸良

①
一
良
い
髄
温
計

の

御

奨

め

削
四
湘
計
が
次
庭
の
必
需
品
で
あ
る
事
は
今
児
中
上
げ
る
迄
も
あ
り
ま
せ
ん
o

mm
湘
計
に
は
随
分
粍
煩
が
あ
り
ま
す
が
、
一
信
州
似
す
る
に
川
止
る
正
確
な
悌
湘
計
と

い
ふ
も
の
は
さ
て
な
か
/
L
L
見
詰
ら
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
従
来
は
外
岡
製

品
が
什
催
良
品
と
云
ふ
校
に
決
め
て
ゐ
た
様
左
越
が
あ
り
ま
す
。
全
部
が
皆
優

良
と
決
っ
て
ゐ
る
わ
け
で
も
な
く
優
良
な
の
は
極
稀
で
あ
り
ま
す
.
そ
れ
に
近

切
で
は
木
邦
で
も
外
関
口
m
を
凌
ぐ
優
良
品
が
出
来
る

の
で
あ
り
ま
ず
か
ら
外
岡

品
と
云
ふ
名
前
に
だ
ま
さ
れ
た
り
し
な
い
で
も
和
製
品
で
十
分
い
脳
出
米
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。①
韓

温

計

の

狂

ひ

現
ん
I
市
場
に
流
布
さ
れ
て
居
る
慌
温
計
は
商
工
符
の
検
定
を
受
け
.
指
広
に

れ
ひ
が
た
い
事
に
な
っ
て
居
り
ま
す
が
製
作
後
半
年
乃
至
一
年
経
過
し
た
る
も

の
を
官
際
に
試
験
を
し
て
日
ん
ま
す
と
‘

三
分
か
ら
瓦
分
位
の
狂
ひ
を
州
し
て
居

る
も
の
も
少
く
あ
り
ま
せ
ん
。
斯
の
様
た
鱒
温
計
で
検
温
す
る
事
は
甚
だ
危
険

で
あ
り
ま
す
。
私
一
連
の
よ
く
経
験
す
る
所
で
す
が
、
忠
家
で
検
温
し
た
も
の
と

私
達
の
検
温
し
た
も
の
と
で
大
愛
な
‘
相
遠
の
あ
る
事
が
あ
り
ま
す
‘
と
う
云

ふ
事
は
手
首
な
ど
に
粗
U

仰
を
来
す
原
凶
に
友
り
ま
ず
か
ら
飴
程
注
意
し
た
い
と

取
り
、返
し
の

つ
か
ね
事

に
な
り
ま
す
。

円
十
い
御
話
し
が
三
十
九
度
と
か
川
十
度
の
溢
で
二
分
三
分
の
紅
ひ
は
差
程
問

題
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
三
十
七
度
の
近
訟
で
二
分
三
分
の
狂
ひ
が
出
る
事
は

決
し
て
忽
せ

に
山
来
ま
せ
ん
。
病
気
に
依
つ
て
は
二
分
三
分
の
紅
ひ
が
非
常
な

問
題
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
現
人
I

の
規
則
で
は
一
般
に
上
下
一
八
刀
迄

の
れ
ひ
は
許
さ
れ
て
居
り
ま

新タ.ツマ

マ

ア

グ

ラ

ン

プ

の

ギ

パ

嘘

温

計

卒

型

4 1 

上。
:f 9 

4- 2 

マ
ツ
グ
ラ
ン
プ
の
ギ
バ
偲
視
計
棒
状
ハ
ルT
分
計
)

l醤

与4

岡

精

す
.
今
仮
り
に
健
溜
が
三
十
七
度
あ
る
と
し
ま
し
で
も
甲
の
鰻
温
計
で
計
る
と

モ
れ
が
三
十
六
度
九
分
で
あ
り
、
又
乙
の
悌
温
計
で
計
る
と
三
十
七
度
一
八
刀
で

あ
る
事
が
あ
り
ま
す
。
結
局
甲
乙
二
者
で
は
二
分
の
開
き
が
出
る
事

K
-な
り
ま

す
。
が
前
に
も
巾
述
べ
ま
し
た
通
り
病
気
の
種
煩

ι依
つ
て
は
二
分
の
相
違
は

決
し
て
看
過
す
る
事
は
出
来
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
近
頃
は
ど
と
の
病
院
で
も
正
確

な
上
に
も
正
確
友
臆
温
計
を
使
用
す
る
と
い
ふ
の
で
各
種
鱒
温
計
に
就
て
厳
重

た
試
験
を
し
た
い
と
採
用
し
伝
い
事
に
な
う
て
居
り
ま
す
。

元
来
館
温
計
に
狂
ひ
の
生
十
る
の
は
八
九
附
子
の
惑
い
の
に
困
る
の
で
あ
り

ま
す
。
本
邦
製
品
中
で
も
東
京
電
気
製
ギ
バ

憾
淵
計
は
過
去
十
年
間
も
同
枇
研
究
所

に
於
て
鋭
意
研
讃
の
結
果
斯
く
完
成
し
た
世
界
的
最
高
機
戚
の
硝
子
を
使
用
す

る
矯
め
殆
ん
ど
狂
ひ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
製
品
は
世
界
の
寒
暖
計
の
標
準
と

さ
れ
て
ゐ
る
ヱ
ナ
の
ノ
ー
マ

ル
グ
ラ
ス
に
匹
敵
す
る
と
云
ふ
の
で
あ
り
ま
ず
か

ら
く
ど
/
¥
申
述
べ
る
ま
で
も
左
い
事
で
す
。

是
れ
は
私
共
も
私
か
に
篤
い
て
居
る
庭
で
あ
り
ま
し
て
又
安
心
し
て
皆
様
に
御

仲
間
六
め
の
出
来
る
所
以
で
あ
り
ま
す
。

使

用

上

の

御

注

意

。
悌
温
計
は
使
用
前
必
十
水
銀
が
降
り
て
居
る
か
ど

う
か
を
一
腹
注
意
し
て
か
ら
使
用
し
怠
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
叉
水
銀
を
降
す
に
は
飴
り
と
ま
か
く
振

ら
や
に
二
三
回
大
き
く
振
っ
て
降
す
様
に
す
る
0

0
使
用
後
は
必
十
三
十
五
度
以
下
ま
で
振
下
げ
る
。

阪
下
げ
や
に
仕
舞
っ
て
置
き
ま
す
と
水
銀
糸
が
切

れ
易
い
。

O
鰻
消
計
を
眼
下
に
挿
入
し
て
健
温
を
お
は
か
り
に

左
る
に
は
千
型
で
は
五
六
分
間
旅
欣
で
は
ニ
コ
一
分

間
か
け
ま
す
。

O
古
下
で
は
か
る
に
は
体
欣
で
は
半
分
ル
五
一
分
.

但
し
何
れ
の
場
合
で
も
中
途
で
出
し
ま
す
と
始
め

か
ら
の
や
り
直
し
に
な
り
時
間
を
定
費
す
る
事
に

紅
り
ま
す
。
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新
マ
ツ
答
電
球
及
び
-
新
マ
ツ
信
瓦
斯
入
電
球
に
閲
す
る

子支

初可

資

新

標

準

p 
nn 

幸良

新
マ
ツ
ダ
.
電
球
並
に
新
マ
ツ
笹
瓦
斯
入
電
球
の
特
徴

新
標
準
種
類
の
最
も
重
要
な
る
特
長
は
左
記
の
如
く
で
あ
る
。

一
、
内
面
艶
消
な
る
と
と
.
従
っ
て
附
子
球
の
汚
れ
砂
く
‘
且
そ
の
清

拭
容
易
な
る
事
。

二
、
耐
震
的
な
る
事
。

=一
.
外
観
優
美
に
し
て
.
そ
の
光
高
向
溜
雅
た
る
事
。

川
.
配
允
の
優
良
友
る
事
。

五
.
債
格
の
低
-脈
怠
る
事
。

新ダ、ソ

右
以
外
の
特
長
に
就
て
は
次
K
.
右
各
項
別
に
詳
説
す
る
際
に
諮
る
。

一
、
内

艶

面

j宵

マ

内
面
艶
消
は
、
文
字
の
示
す
如
く
‘
電
球
と
な
ら
ぬ
以
前
に
於
て
耐
子
球

の

内
面
を
特
種
の
酸
で
腐
蝕
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
か
く
云
へ
ば
非
常
に
簡
単
で

あ
る
が
.
と
の
艶
消
作
業
に
成
功
し
た
今
日
迄
の
研
究
は
.
非
常
た
努
力
と
多

大
の
投
資
と
、
そ
し
て
長
い
年
月
と
を
要
し
た
雑
事
業
で
あ
っ
た
。
共
，賄
事
業

が
粛
し
た
効
果
は
.
資
rh
電
球
製
治
の
歴
史
に
一
-
新
時
期
な
剥
し
た
と
稿
す

る
も
敢
へ
て
過
言
で
は
紅
い
。
内
面
艶
泊
が
照
明
上
か
ら
見
て
非
常
に
有
効
で

あ
り
、
そ
の
作
業
の
完
成
が
大
怠
る
設
明
で
あ
る
と
い
ふ
考
は
、
電
球
製
造
事

業
に
閥
係
を
有
す
る
各
園
の
賞
事
者
に
は
勿
論
.
と
れ
に
関
係
せ
ざ
り
し
人
々

:u 

料

様
に
承
認
さ
れ
て
居
た
の
は
事
震
で
あ
る
。
米
図
で
は
内
面
艶

消
の
方
法
を
十
数
年
来
研
究
し
た
と
体
へ
て
居
る
が
.
吾
が
研
究
所
が
僅
々
一
致

ヶ
年
の
内
に
.
G

E
命
日
枇
と
は
全
く
別
例
の
方
法
に
依
っ
て
同
じ
目
的
を
殆
ん

ど
同
時
期
比
迷
し
得
た
事
は
誇
と
す

べ
き
で
あ
る
υ

の
聞
に
す
ら

内
面
艶
消
方
法
の
設
円
ん
が
非
常
在
難
作
業
だ
と
い
ふ
迎
山
は
.
硝
球
に
一
度

内
面
艶
治
を
施
工
す
る
と
硝
球
が
非
常
に
脆
く
た
る
事
で
あ
っ
た
。
か
く
し
た

電
球
が
需
要
家
の
手
に
渡
る
は
肢
か
友
事
.
工
場
で
電
球
に
す
る
迄
に
内
面
艶

治
の
電
球
は
多
く
破
砕
さ
れ
る
。
と
の
脆
弱
に
な
る
事
を
防
ぐ
方
訟
の
設
見
が

至
難
た
る
業
で
あ
っ
て
‘遂
に
今
日
よ
う
や
く
完
成
さ
れ
た
'
奈
川
な
の
で
あ
る
。

内
面
艶
消
の
研
安
に
つ

い
て
は
.
世
界
各
国
で
と
れ
を
重
要
腕

L
.
互
に
苦

心
惨
脂
‘
然
も
多
額
の
経
費
を
投
じ
て
そ
の
成
効
を
競
っ
て
居
っ
た
。
そ
の
事

賓
は
.
内
面
艶
消
の
完
成
が
、
照
明
上
並
び
に
電
球
製
造
技
術
上
に
及
ぼ
す
憤

値
の
如
何
に
大
な
る
か
を
雄
知
に
一哉
書
き
す
る
も
の
で
あ
っ
て
‘
此
を
単
・
な
る

競
争
と
か
遊
楽
の
結
果
で
あ
る
と
考
~
る
の
は
首
っ
て
居
ら
ね
。

内
面
艶
泊
後
底
現
し
な
い
硝
子
球
は
前
述
の
如
く
脆
弱
で
あ
る
が
.
之
れ
を

一
度
底
思
す
る
と
.
そ

の
弧
さ
は
著
し
く
増
加
す
る
。
今
各
組
類
の
電
球
を
ボ

ー
リ
ン
グ
、
ア
レ

1
.
テ
ス
ト
に
て
試
験
し
て
結
必
を
示
す
と
次
の
如
く
で
あ

っ
て
、
新
し
く
愛
見
せ
ら
れ
た
る
庭
理
方
法
が
.
如
何
に
脆
弱
な
も
の
を
堅
問

な
ら
し
め
た
か
.
之
に
依
っ
て
諒
解
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
と
い
情
ヂ
る
。



(
イ
)
艶
泊
せ
ざ
る
透
明
硝
子
球

七
九
吋
以
下
に
て
似
損
せ
る
も
の

八
O
吋
に
て
破
損
せ
る
も
の

九
O
吋
に

て
似
損
せ
る
も

の

一
O
O吋
に
て
舵
損
せ
し
も
の

一
O
O吋
に
叫
いえ
し
も

の

(
ロ
)
内
川
艶
消
後
ぃ
臨
別
せ
ざ
る
も

の

報

凶
吋
に
て
破
損
せ
る
も
の

(
試
験
総
数
五

O
例
)

な

し

破
損
率

一一
%

11日
'-" 

r-、

!司

四
% 

一
例
)

r'、

|古]

二
二
形

r-、

同

七
二
%

合一一
六
個
)

f、、

千十

イ間
'-" 

新

六
吋
以
上
に
地
い
え
た
る
も
の

五
吋
及
び
六
吋
に
て
似
損
せ
る
も
の

な

し

コ一
吋、

(ハ〉
内
.
山
艶
治
後
庇
町
を
施
せ
る
も

の

(
試
験
総
数

一二
三
例

)

ダ

五
0
.
六
O
及
び
八

O
川
氏
て
椛
机
せ
る
も

の

政
担
率
各
コ
一三
一
一
%
(
桝
ト
州
)

コ一
三
一
元

(
一

例
)

川

0
.
川
五
.

九
O
吋
に
て
政
担
せ
る
も
の

‘Y 

一
O
O吋
に
て
此
損
せ
る
も

の

一
O
O吋
は
棋
え
し
も
の

忙
川
.

11可

J¥ 
ノ、

• 
)L 
0/ 
/0 

f、

ノ、

イ問 イlfol
'-" '-" 

コ
一三
一一括

(
一

同

マ

返
却
未
了
の
硝
球
が
陀
川
柳
な
る
川
山
は
‘
艶
泊
さ
れ
る
と
そ
の
米
副
が
腐
似

さ
れ
て
、
徴
制
で
は
あ
る
が
‘
大
小
の
凸
.
凹
が
生
じ
、従
っ
て
一
作
さ
の
厚
い
部

分
(
凸
部
)
と
鋭
い
部
八
刀
(
門
部
〉

と
の
外
力
に
釘
す
る
抗
抗
力
が
相
速
す
る

岱
め
に
脆
弱
に
な
る
。
え
外
γ
川
艶
泊
の
場
合
に
も
此
は
川
じ
事
で
あ
る
が
.
内

聞
の
場
合
と
は
加
へ
ら
れ
た
外
力
の
影
響
す
る
附
係
が
縫
っ
て
来
る
の
で
.
外

此
他
に
内
耐
州
民
泊
の
特
長
を
邸
下
げ
れ
ば

而
間
消
の
場
合
に
は
内
川
艶
消
の
様
に
脆
射
に
は
な
ら
自
。

イ
、
硝
子
球
の
表
面
が
滑
か
で
あ
る
か
ら
塵
撲
が
積
ら
な
い
わ

ス
よ
し
杭
つ
で
も
外
.
山
艶
治
氏
比
較
す
れ
ば
.
そ
の
消
拭
が
終
易
で
あ
る
。

従
来

一
般
に
電
球
及
び
反
射
笠
‘
の
川
れ
に
つ
い
て
考
慮
を
榔
ふ
人
は
桜

め
て
稀
で
あ
る
が
‘
光
の
損
失
を
計
味

L
.
之
を
令
制
に
杭
る
と
咲
の
集
積

に
依
る
机
失
は
相
訟
の
鋲
に
達
す
る
。

ロ
、
硝
子
球
の
一
透
光
率
が
高
い
事
。

撒
光
が
一
般
附
…
明
工
車
上
好
ま
し
い
光
で
あ
る
事
は
川
知
の
事
責
で
あ
る
。

版
制
を
山
来
得
る
限
り
防
ぎ
‘
鋭
い
影
を
生
じ
た
い
や
は
ら
か
い
撒
光
を
作
る

け
川
め
に
従
来
は
附
子
球
の
外
.
山
を
砂
吹
法
又
は
薬
品
の
一
切
微
に
よ
り
悦
治
し
て

用
た
。
が
.

一
般
に
よ
く
光
を
航
撤
す
る
も
の
は
光
の
透
過
率
が
思
い
の
で
あ

っ
た
。
例
へ
ば
乳
色
川
子
の
如
き
そ
の
泊
例
で
あ
る
。
然
る
に
内
一川
悦
治
は
左

心
の
試
験
成
約
い
い
択
に
見
る
如
く
光
の
澄
渦
率
が
思
い
の
で
あ
っ
た
。
例
へ
ば
乳

色
川
子

の
如
き
そ
の
泊
例
で
あ
る
o

然
る
に
内
川
悦
泊
は
正
記
の
試
験
成
総
ぃ衣

で
あ
り
、

に
見
る
如
く
光
の
澄
池
率
が
従
来
行
は
れ
た
艶
消
方
法
に
比
較
し
て
高
い
も
の

日
つ
又
川
引
(
料
皮
の
川
(
参
附
…
)
記
岐
の
如
く
糾
皮
が
低
J
Y

の
で
あ

る。

手;¥.・
;"1 
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市
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幌

市

ス
。フ
ブ
イ
全
剛
山
市

内

而

全

幌

市

ハ
ジ
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1
γ
硝
子
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幽
目
前
の
積
額

九日
一

九
よ
-九
一

表

一0
0
・0

九
λ
・(
一

九
九
・
よ
一

九
三
・の
一

九
八
・瓦
一

向
上
割
合

C
3

備

F 
~ 

存
祉
研
究
所
の

試
験
報
告

に
よ

ヲ
ハ
平
均
値
九
立
小

す

(
計
十
U
〉

右
の
ト
ぃ
火
は
.
数
皮
の
試
験
の
紡
川
水
を
平
均
し
た
も
の
で
あ
る
。
向



マ

右
表
中
、
「
向
上
割
合
」
と
い
ふ
の
は
、
比
較
に
便
利
の
矯
め
.
鴻
一明
硝
子
球

の
遜
池
率
を
一

O
O
M
と
し
て
試
験
結
果
を
換
算
し
た
結
果
で
あ
る
が
、
内

面
艶
消
球
と
透
明
附
子
球
と
を
直
接
比
較
す
る
と
透
過
率
は
僅
か
に

0
・
四

M
.
即
ち
一
千
分
の
問
し
か
遼
は
な
い
。
換
言
す
れ
ば
「
内
面
艶
消
の
透
過

率
は
透
明
硝
子
と
同
じ
だ
」
と
苦一月
ふ
事
が
出
来
る
。
何
故
た
ら
光
力
測
定
上

の
誤
差
は
、
最
も
熟
練
た
測
定
手
が
行
っ
た
場
合
で
は
凶

l
五
%
は
認
め
ね

報

ば
た
ら
ぬ
。従
っ
て
と
の

0
・
川
ガ
の
相
違
は
巌
重

K
言
へ
ば
相
違
で
あ
る
に

は
迷
ひ
た
い
が
そ
う
聾
を
大
き
く
し
て
遠
ふ
と
い
ふ
程
度
の
相
違
で
は
な

ν、。

新

試
験
結
果
に
徴
す
れ
ば
.
内
面
艶
消
電
球
が
其
外
商
を
艶
治
し
た
電
球
K

比
較
し
て
光
の
透
過
率
が
高
く
‘
換
言
す
れ
ば
電
球
の
能
率
が
よ
く
た
る
の

は
明
瞭
な
る
事
賓
で
あ
る
。
何
故
に
内
面
艶
消
が
外
商
艶
泊
に
比
較
し
て
光

の
透
過
率
が
高
い
か
。
北
ハ
れ
を
不
思
議
に
考
へ
る
人
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い

が
‘
共
れ
は
次
に
述
べ
る
様
怠
現
由
に
依
る
の
で
あ
る
。

電
球
の
織
僚
か
ら
放
射
さ
れ
る
光
は
.
此
織
僚
を
取
園
む
硝
子
球
の
硝

子
居
を
通
過
す
る
時
.
仮
令
共
れ
が
透
明
硝
子
で
あ
っ
て
も
光
の
一
部
は
吸

収
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
若
し
此
硝
子
唐
の
一
側
が
艶
泊
さ
れ
て
あ

タ.?ソ

る
と
き
に
は
.
之
氏
投
射
さ
れ
る
光
は
艶
治
酎
の
微
細
な
川
凹
に
依
っ
て
居

折
.
全
反
射
、
等
を
惹
起
す
る
放
に
此
而
に
投
射
さ
れ
た
光
は
全
然
最
初
と
方

向
を
異
に
し
て
.
此
庇
に
所
訊
光

の
損
撒
を
賓
現
ず
る
。
此
場
合
に
於
て
.

総
て
の
艶
泊
硝
子
は
.
艶
泊
而
を
通
過
す
る
光
の
量
よ
り
も
反
射
さ
れ
る
光

の
量
が
大
き
い
も
の
で
あ
っ
て
、
光
源
か
ら
放
射
さ
れ
た
光
の
一
部
分
は
此

耐
を
通
過
す
る
が
共
大
部
分
は
反
射
さ
れ
る
。
勿
論
反
射
さ
れ
た
光
は
再
び

球
川
区
の
他
の
部
分
に
投
射
さ
れ
.
か
L
る
現
象
を
繰
り
返
す
。

:14 

艶
消
面
が
硝
子
球
の
内
墜
に
あ
る
場
合
と
外
壁
に
あ
る
場
合
と
の
相
違

は
.
艶
消
面
に
嘗
っ
た
反
射
光
が
硝
子
麿
を
通
過
す
る
の
と
然
ら
ざ
る
と
の

の
相
遣
を
持
来
た
す
。
然
も
艶
消
而
に
投
射
さ
れ
た
光
の
反
射
は
幾
度
も
数

限
り
な
く
行
は
れ
る
の
で
.
外
商
艶
消
の
場
合
に
於
て
失
は
れ
る
光
は
内
面

艶
消
に
比
較
し
て
大
獲
に
多
い
。

ぺ
輝
度
の
低
い
事
。

前
項
記
述
の
如
く
、
従
来
の
経
験

K
よ
れ
ば
誘
泊
率
の
高
い
も
の
は
一
般

に
そ
の
制
度
も
亦
た
高
く
た
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
が
.
内
面
艶
消
で
は
左

表
に
示
す
如
く
‘
蓮
池
率
の
高
い
割
合
に
そ
の
郷
度
が
低
く
.
よ
く
光
を
時
四

撒
し
.
肢
制
仰
を
防
止
す
る
。

第

表

一
O
O
ポ

U

ト
四
O「
v
y
ト
」
じ
電
球
の
硝
子
球
の
仕
上
の
相
異

に
よ
ろ
輝
度
及
吸
収
容
差
異

k理完了u(E面全型拍向車i 未返理υT〈消内面全艶 外面全t艶fj[ 透明 I 

梢

域子

の

仕上

。o 00  電 供
一 一一一 一一一 試

四 四四四
七 七七七 流 電
A A A A 

球

一一一
球光面燈I 
の一 一一一一一一一 六- 九O 五二 光

九- カ
d円hblι 
試一 一一一

~ . . . 験
一 一一一 翠五 プミ九コ

一 二五 牽吸( 事酒、弘J ~ -・
一 一一一 五::::¥

四 三 五 QJ0-.1 信光 Z平最大

O圭 δニ 三プ.;0 I ~卒輝度

一
O
Oボ
ル
ト
‘
川

O
ワ
ッ
ト
瓦
斯
入
電
球
の
各
種
類
即
ち
、

第
一
表
は
.

透
明
.
外
国
艶
消
.
虚
迎
未
了
内
而
艶
泊
.
底
辺
完
了
内
雨
艶
消
に
就
て
行

っ
た
試
験
の
成
績
で
あ
っ
て
.
試
験
方
法
は
右
川
種
各
五
個
を
と
り
.
各
々

精
密
な
る
光
力
試
験
を
行
ひ
た
る
後
。
比
の
吸
牧
率
及
び
最
大
榔
度
合
母
半



方
純
の
燭
光
)
を
測
定
し
‘
そ
の
平
均
耐
を
求
め
て
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
c

第
三
表
は
G

E
合
自
社
電
球
賢
験
室
で
行
っ
た
も
の
で
あ
る
が
.
各
種
内
面

あ
る
。

附
治
.
電
球
と
.
同
種
煩
の
透
明
電
球
と
の
榔
度
の
測
定
結
果
を
示
す
も
の
で

但
し
G
R
合
枇
の
内
而
艶
消
も
我
一
杭
の
も
の
も
そ
の
効
果
は
略
同

一
と
見

倣
す
事
が
山
来
る
。

第

表

報

一
一
五
V

一
o
n
W

C

電

球

電

球

の

種

類

新

一
一五
V

五
W

R

ハ
ゴ
イ
ル
)
電
球

タ.

一
一
五
V

二
五
W

B

(
ゴ
イ
U
)

電
球

、ソ

一
一
五
V

四
の
W

C

電

球

マ

一
一
五
V

人

O
W

C

電

球 各
種
類
の
透
明
電
球
強
に
内
而
型
消
電
球
の
最
大
郷
度
比
較

晴
子
球
の
仕
上
最
大
度
ハ毎
平
方
問
一透
明
ご
内
面
一
艶
附

一

燭

光

一
さ
の
輝
度
の
比
較

透

明

一

一
七
六
・
O
の
一

一

ー

ー

ー

一

七
五
・五
倍

内
商
慣
消

一

一一
・三
三
一

明

一

二

三

・
0
0一

一I
l
l
i
-
-
-
-

λ
三
・
六
併

一

四
・
一
O
一

一

二
五
九
・
0
0一

一1
1

1

1

↑

四
九
・八
侍

一

五
・
一一
O
一

一

五
九
六
・
0
0
一

--;Ijti I-;Ijti 
面 1 前
明艶
げi 明油、

透

明

ハ四
・七
併

内
商
船
田
消

九
-ニ
O
一

透

明

五一

・三
倍

内
面
暁
消

以
上
の
試
験
表
を
見
れ
ば
.
電
球
に
内
面
艶
消
を
施
す
事
に
よ
り
て
、
そ

の
郷
皮
を
五

O
乃
至
七

O
八刀の

一
に
減
少
す
る
事
が
出
来
る

の
を
知
る
事
が

-
4
・'
Q
'
2
0

川
μオ
明
什

V
4
4

回-
.・
有
効
，
蕎
命
の
長
い
事
。

一
般
に
艶
治
電
球
の
有
効
誇
命
は
‘
透
明
電
球
に
比
し
て
短
い
も
の
と
認

め
ら
れ
て
居
、る
。
然
る
に
内
面
艶
消
電
球
で
は
そ
の
害
時
命
時
間
中
の
燭
光
低

下
率
が
砂
い
矯
め
、
普
通
の
外
国
艶
消
電
球
に
比
し
有
効
害
時
命
は
長
い
。

営
祉
研
究
所
の
猪
狩
技
師
は
.
透
明
硝
子
球
.
内
而
艶
消
硝
子
球
及
び
外

商
艶
消
防
子
球
が
電
球
の
誇
命
に
如
何
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
か
に
関
し
て
賓

験
を
試
み
ら
れ
た
。
北
ハ
方
法
は
一

O
Oボ
ル
ト
瓦

O
燭
の
普
通
電
球
の
透
明

の
も
の
.
同
外
而
凱
消
の
も
の
.
同
内
商
艶
治
の
も
の
=
一
種
を
作
り
‘
此
等

の
電
球

に
関
し
て
各
働
程
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
無
論
此
試
験
に
使
用
し
た

電
球
は
艶
泊
施
行
前
の
能
率
が
略
同

一
怠
る
も
の
を
選
持
さ
れ
た
。
方
試
験

に
依
る
内
面
艶
均
電
球
の
有
効
害
時
命
は
外
国
艶
消
に
較
べ
て
透
か
に
長
く
.

仮
に
外
回
全
艶
消
電
球
の
存
命
を
二
と
す
れ
ば
内
而
離
泊
電
球
の
有
効
誇
命

は
コ
一
以
上
の
比
率
を
示
し
て
居
る
。

二
、
耐
震
的
に
し
て
堅
固
な
る
事

庭
理
未
了
の
「
内
而
艶
泊
附
子
球
」
は
甚
だ
し
く
脆
弱
で
あ
っ
て
、
此
脆
弱
た

る
事
の
除
去
法
は
至
難
で
あ
っ
た
が
.
共
れ
は
今
日
漸
く
完
成
さ
れ
.
共
強
さ

は
艶
消
を
施
さ
な
い
透
明
硝
子
球
と
全
く
遣
は
友
い
様
に
す
る
事
が
出
来
た
。

然
し
乍
ら
新
電
球
が
耐
震
的
で
竪
聞
で
あ
る
と
云
ふ
事
は
.
唯
草
に
共
硝
子

球
の
み
に
就
て
云
は
れ
る
の
で
は
な
く
し
て
.
寧
ろ
共
織
僚
に
依
っ
て
云
は
れ

る
の
で
あ
る
。
新

マ
ツ
ダ
電
球
の
繊
僚
は
.
最
新
.
最
完
全
と
せ
ら
る
L

コ
イ

ル
ド
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
で
あ
り
‘
現
時
に
於
け
る
此
芯
線
は
.
北
ハ
れ
に
関
係
し
た

特
許
の
み
を
教
へ
て
ご
一O
件
を
越
ゆ
る
程
.
然
か
く
日
進
月
歩
改
良
を
加
へ
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。

電
球
の
耐
震
度
は
「
ボ
ー
リ
ン
グ
ア
レ

l
L
又
は
「
ベ
ン
ジ

ユ
ラ
ム
バ
ン
プ.~f) 



新タ.

テ
ス

ト
」
の
結
果
で
比
較
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

o
mし
て
茄
子
川
1

ト
普
通
電
球
に
夜
つ
て
は
.
山
冗
然
な
る
村
化
後
に
於
て
川

O
川
以
上
の
試
験
に

耐
ゆ
る
も
の
茄
子
型

一
O
Oボ
ル
ト
耐
-ぷ
電
球
に
杭
つ
て
は
六

O
川
の
試
験
に

0
0
ポ
ル

‘Y 

耐
ゆ
る
も
の
、
友
良
品
の
標
準
と
し
て
来
た
。
叉
中
川
子
型
一

O
O
ボ
ル
ト
北
H

通

電
球
の
五

0
0時
間
連
続
結
火
せ
る
も
の
は
二

O
吋
以
上
の
北
脇
氏
耐
ゆ
る
も

マ

の
を
良
品
の
税
制
中
と
し
て
来
た
。

一
O
O
ボ
ル

ト
二
O
ワ
ッ
ト
新
マ
ツ
ダ
電
球
廿
.九
州
を
前
記
の
万

法
に
依
っ
て
ぺ
試
験
せ
し
川
山
県
は
.
六

O
吋
の
試
験
に
於
て
附
子
山
川
の
岐
机
及
び

税
総
せ
る
も
の
一
個
も
な
く
、
同
一一一

O
ワ
ッ
ト
新
マ
ツ
タ
電
爪
.
九

O
似
を
試
験

せ
し
紡
県
は
.

六
O
吋
の
試
験
に
於
て
附
子
球

の
似
山
仰
せ
る
も
の
二
例
を
生
じ

た
が
.
織
僚
の
断
線
せ
る
も
の
皆
無
で
あ
っ
た
。

然
し
て
、

G
日
命
H

枇
に
於
て
行
は
れ
た
試
験
の
紡
県
も
大
附
之
れ
と
同
様
な
成
総
を
示

し
て
府
る
。
が
.
新
マ
ツ
M
?電
球
附
民
度
が
従
来
の
普
通
電
球
よ
り
も
強
大
を

:~6 

A ンユラ ム パンバ ー

加
へ
た
事
は
.
北
ハが
朝
夕
キ

l
ソ
ケ
ッ
ト
に
依
っ
て.電
灯
を
削
減
す
る

般
需

川
家
.
一定
一
平
等
の
電
灯
、
以
動
あ
る
一
上
場
附
…
明
.
等
に
使
用
せ
ら
る
L

に
抗
っ

て
、
断
料
率
を
減
・の
せ
し
む
る
事
に
な
る
の
で
あ
る
。

三
.
外
観
優
美
に
し
て
其
の
光
高
街
温
雅
な
る
事

本
電
球
の
外
相
川
に
つ
い
て
は
一
般
需
要
家
に
於
て
伐
に
賞
際
民

御

慌

の

如

く
.
外
側
所
前
由
民
此
の
如
く
共
形
紙
は
川
川
の
す
べ
て
に
到
し
主
と
な
く
夜
と

!声|

な
く
必
十
調
和
し
.
繊
制
な
る
色
彩
は

一
段
の
雅
趣
を
帯
び
て
居
る
。

と
れ
本

一
定
成
が
、
此
他
の
特
.
ト
誌
と
相
快
っ
て
礎
資
後
日
向
浅
き
に
不
拘
意
外
の
好
評
を

刈t

1")]' 
し

工
場
の
生
産
別
加
を
訂
剥
せ
ね
ば
な
ら
ね
事
に
な
っ

た
所
以
で
あ
る
と

-
J
-
川
い
十
'
7
Q
o

，.E1
4

-

.

，
 

日
本
川
町
船
の
欧
州
航
路
の
梓
舶
に
は
従
来
五
斯
入
.
電
球
の
全
艶
消
を

仰
で
貼
火
し
‘
好
一刊
を
博
し
て
居
た
。
然
る
に
此
れ
が
統

マ
ツ
ダ
瓦
川
入
電
球

に
代
へ
ら
る
L

に
及
ん

t
片
山
川
に
弁
方
.
山
の
賛
僻
を
受
け
た
と
云
ふ
事
で
あ
っ

た
。
知

マ
ツ
宗
一氾山内

の
川
現
は
必
宇
や
、
れ
一
成
は
米
陸
に

.
或
は
商
問
.
宿
屋
.

一州川
M
.

事
務
所
等
あ
ら
ゆ
る
方

M
K
大
た
る
川
町
汗
を
以
て
迎
へ
ら
る
L
時
機
が

来
る
事
を
に
六
人
は
仲
怖
い
す
る
。

四
.
配
光
の
優
夏
な
る
事

統
マ

ツ

タ
電
球
及
び
新
マ
ツ

q
.九
期
入
電
球
に
使
川
せ
ら
る
L
織
僚
は
.
故

知
の
改
良
テ
一
施
さ
れ
た
ド

ロ
l

ン
ワ
イ
ヤ

タ
ン
グ
ス
テ
ン

を

「
コ
イ
ル
ド
フ
ヰ

ラ
メ
ン
ト
」
と
し
.
之
れ
を

「
リ
ン
グ

タ
イ
プ
」
(
愉
線
)
し
た
も

の
で
あ
る
。

此
に
そ
の
配
光
は
現
時
計
川
を
風
脈
せ
る
0
.屯
球
の
そ
れ
に
似
て

.
上
午
球
州

の
光
H
I
は
之
し
い
け
れ
ど
も
.
似
め
て

.F
小
山
内
.
山
の
光
HM
K
山川川み
、
灯
火
の
削

光
と
し
て
非
常
に
優
良
な
る
も
の
で
あ
る
。

加
川
表
及
、
び
第
二
闘
は
.

'
U
代
米
の
U

内
担
パ
ル
プ

.
直
線
式
機
線
の
骨
泊
口
川
と



新
マ
ツ
N

三
也
球
と
の
配
光
祇
態
を
示
し
た
も
の
で
あ
っ
て

‘
仰
れ
も
北
ハ
水
一千
方

向
の
燭
九
を

一
O
O
と
し
‘
之
氏
判
し
て
他
の
ト
ゲ
川
の
焔
力
の
訓
介
を
示
し
た

も
の
で
あ
る
が
、
灯
火
の
配
光
と
し
て
仰
れ
が
好
ま
し
い
も
の
で
あ
る
か
、

凡
明
瞭
に
仰
る
事
と
伝
十
る
。

K
巴

J

A
1
ty
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I
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H
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闘

マ

第

活
明
将

司
マ
ツ
タ
回叫ん研
一電
球
.
及
び
新
マ
ツ
タ
.
寛
爪
氏
布
つ
て
は
.
共
穏
.
曲
川

如
何
を
川
は
十
、
若
し
一
方
向
の
燭
力
を
知
る
を
得
ば
本
一
衣
に
よ
り
て
其
飛
前
一

け
し
い
い

L
け

1
k

内

1
7ノ
け
い
わ
恥

〈
ノ
イ
H

・
号
乙
ご

mzgEq--三
月
一
o
コ
(L.5
4
0
)

を
洲
る
事
が
川
来
る
。
什
れ

し
透
明
u
b

担
マ
ツ
ダ
区
本
電
球
の
水
千
方
向
の
燭
力
が
十
六
燭
ゃ
ん
な
る
を
知

り
‘
北
ハ
電
球

の
百
川
十
皮
の
方
向
の
燭
力
を
知
る
に
は
.
去
に
よ
り
て
百
川
十

度
に
釘
す
る
じ
電
球
の

~ハ
川
三
二
を
求
め
、
乙
れ
を

一
O
O
で
訓
っ
て
十
六
を
莱

十
れ
ば
.
北
ハ
燭
力
は
一

O
矧
光
三
分
と
な
る
と
と
を
知
る
。

]ZH
×
C

・C-』
日

d
H
H
C

・ω
∞∞
(
J

勺・

其

他

の

技

術

的

資

料

以
上
の
試
験
資
料
は
新
マ
ツ
タ
電
球
及
び
新
マ
ツ
俣
.i
斯
入
.
篭
山
地
が
品
質
優

れ
た
る
事
を
祈
る
の
で
あ
り
、
之
に
依
っ
て
新
標
準
電
球
の
一
般
的
性
質
の
概

要
を
唄
ふ
事
が
山
来
る
と
信
十
る
。

次

K
.
吏
に
訂
以
外
の
技
術
的
資
料
を
列
一
心
し
て
見
る
と
.

4
.
枯
化
特
性
と
枯
化
時
間

一
般
に
電
球
は
.
そ
の
凱
火
批
判
別
に
於
い
て
は
燭
力
が
比
較
的
念
に
増
加

し
.
，
次
で
故
大
値
に
註
し
た
る
後
.
非
常
に
除
々
と
減
退
し
て
行
く
。
そ
し

て
と
の
聞
に
.
電
流
は
と
れ
と
道
に
そ
の
抗
初
公
に
減
少
せ
る
後
.
と
れ
亦
非

常
に
絞
漫
に
，
次
第
に
減
少
す
る

の
み
で
故
大
又
は
最
小
値
を
示
さ
た
い
の
が

普
通
で
あ
る
。
新
マ
ツ
ダ
及
川
じ
.
電
球
も
亦
と
の
通
則
氏
従
ふ
も
の
で
あ

る
。
新
マ
ツ
ダ
電
球
の
村
化
時
間
は
点
・ぷ
の
如
く
で
あ
る
。

と
れ
新
マ
ツ

ダ
両
球
は

マ
ツ

q
nu.電
球
と
附
川
以
に
倣
っ
て
た
文
へ
な
い
と
云
ふ
事
で
あ

る
。

?i 
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40 
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線
せ
る
も
の
に
於
て
は
往
々
継
総
欣
態
の
僅
か
左
利
遠
か
ら
氷
平
方
向
の
燭

[40 

110 

lUO 

一二一

百

分

率

力
が
愛
化
す
る
矯
め
.
甚
だ
し
き
訣
差
を
生
や
る
事
が
あ
る
。

率

L:J、

マ

第

表

五

枯

電

平重

l藍

同
二
割
の
過
電
匪
の
時

新

銘

記

電

歴

の

時

化

新
マ
ツ
ダ
C
電
球
に
就
て
は
全
然
マ
ツ
タ

c
電
球
と
同
一

に
取
扱
っ
て
差

支
へ
友
い
。
即
ち
枯
化
は
銘
記
電
墜
に
て
約
二
時
間
半
を
要
す
る
。

枯

化

日善

約

y、
.7J 

l前

約

y、，
.7J 

間

十

f十

|司

五

マ

~S 

性

電匪百分率

ロ
、
特新
マ
ツ
タ
電
球
及
び
新
マ
ツ
蟹
瓦
斯
入
電
球
の
電

盤
、
燭
光
電
流
及
能
率

(
J
3
5
司

2
C
P
E
]ぬ
)
等
の
相

互
の
関
係
を
示
す
特
性
は
第
一
一
一
闘
の
通
り
で
あ
る
。
即

ち
‘
新
マ
ツ
ダ
電
球
及
び
新
マ
ツ
タ
瓦
斯
入
電
球
は
.

マ
ツ

q
B
一
電
球
及
ば
同
じ
.
電
球
の
モ
れ
と
始
ん
ど
同

一

の
出
現
化
を
た
す
事
を
知
る
。

ぺ
球
面
換
算
率

新
マ
ツ
ダ
電
球
及
び
新
マ
ツ
ダ
瓦
斯
入
電
球
の
球
面

換
算
率
は
、

「
コ
イ
ル
ド

フ
ヰ
ラ
メ
ン
ト
」
を
輪
欣
に

橋
線
す
る
が
放
に
C
.電
球
と
同
一
で
あ
っ
て
‘
第
六
表

に
示
す
千
均
の
他
を
保
つ
も
の
と
認
め
る
。

但
し
‘
平
均
水
千
燭
光
を
測
定
し
.
走
れ
に
表
記
の

球
而
換
算
率
を
来
じ
て
電
球
の
平
均
球
面
燭
光
を
決
定

す
る
一
事
は
、
「
コ
イ
ル
ド
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
L
を
輪
放
に
繊

第

表

換

球

面

算

-' . 
/、

ツ

ダ

一-0
0
一

一・0
0
一

一・o
o-

7
0
0-

7
0
0-

電

王長

新

マ

ツ

ダ

瓦

斯

入

電

球

一ニ
O
「
y
y
ト」

一

四
O
「
y
y
ト」

一

六

O
「y
ツ
ト
」

一

八

O
「H
Y

ツ
ト
」

一

一
O
O「
汐
ツ
ト
」

一

類

球
面
換
算
寧

類

種

球
面
換
算
率
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新マツグラシ 7・ 7訟里~，火ぜ ろ白日光曲線固く賀線〕
貼線(:t20W.Rランプの曲線圃

と
の
貼
は

普
通
の
直
線

式
機
線
の

B

電
球
の
平
均

水
平
燭
光
を

測
定
し
.
そ

の
球
商
換

算
率
で
平
均

球
面
燭
光
を

求
め
る
の
と

ダ

還
っ

て
居
る
。
即
ち
北
口
通
の
nn
電
球
で
は
球
面
算
率
が
常
に
殆
ん
ど

一
定
で

は
大
八
刀
趣
が

あ
る
が
じ
.
電
球
の
如
き

「
コ
イ
ル
ド
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
」
の
電
球
は
そ
れ
程

一

、y

定
だ
と
は
言

へ
な
い
。

て

働

手呈

曲

線

電
球
が
初
め
て
瓢
火
さ
れ
て
か
ら
後
は
.
時
間
の
経
過
と
共
に
、
そ
の
織

僚
は
高
熱
の
伐
め
附
子
球
内
の
残
留
瓦
斯
そ

の
他
の
作
用
を
受
け
て
化
製
愛

化
を
起
し
‘
或
は
蒸
愛
し
、
漸
次
そ
の
太
さ
を
減
じ
.
蒸
愛
せ
る
微
粒
子
を

m球
内
而
に
間
着
せ
し
め
附
子
球
を
黒
化
ず
る
。
そ
し
て
叉
織
僚
自
身
も
結

晶
化
し
.
漸
次
そ

の
性
質
が
脆
弱
に
友
り
.
遂
に
全
誇
命
を
終
り
て
断
線
す

る
に
至
る
。
相
化
後
一
定
の
値
と
な
れ
る
電
球
の
燭
光
、
電
流
‘
及
び
そ
の

マ

能
率
は
‘

幸
町
へ
叩
の
経
過
中
に
，
次
第
に
愛
化
し
来
り
、燭
光
及
電
流
は
漸
減
し
.

同
時
に
そ
の
能
率
は
低
下
し
始
め
る
。
と
の
欣
態
を
闘
示
せ
る
も
の
が
働
程

曲
線
で
あ
る
。

新
マ
ツ
ダ
電
球
一
二
・
冗、

二
0
.及
び
三

O
「
ワ
ッ
ト
」
の
働
程
曲
線
は
現

時
精
密
に
測
定
中
で
あ
り
.
未
だ
設
表
す
る
に
到
ら
な
い
が
、
此
は
電
球
の

製
作
技
術
が
進
歩
す
る
に
従
っ
て
漸
時
良
好
に
な
り
行
く
も
の
で
あ
り
.
働

耗
曲
線
と
そ
は
本
社
製
品
の
品
質
が
他
の
迫
従
を
許
さ
ね
事
を
示
す
好
仰
の

資
料
で
あ
る
。

ホ
、
反
射
笠
と
組
合
は
せ
た
る
場
合
の
新
マ
ツ
ダ
電
球
及
び

新
マ
ツ
タ
瓦
斯
入
電
球
の
配
光

浅
型

「
サ
テ

ン
セ

l
ド

L
K
新
マ
ツ
ダ
電
球
及
び
新
マ
ツ
タ
瓦
斯
入
電
球
を

賠
火
し
た
場
合
の
配
光
は
.
{
各
県
闘
耐
に
質
的
似
を
以
て
示
す
如
く
で
あ
る
。

向
参
考
の
矯
め
.
同

一
闘
中
に
と
れ
等
に
和
賞
す
る
.
日
電
球
及
従
…米
の
外

面
牛
艶
消

c.電
球
を
劫
火
し
た
場
合
の
配
光
を
示
す
と
貼
総
を
以
て
併
記
し

た
様
に
怠
る
。
「
サ

テ
ン
セ

l
ド
L

以
外
の
.
「
フ
ァ
ク
ト
リ
ア
」
等
は
新
マ

ツ
ダ
瓦
斯
入
電
球
を
越
川
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
.
共
の
場
合
K
於
る
配
光

は
従
来
の
透
明

c電
球
を
姑
火
し
た
場
合
と
同
様
た
る
配
光
、
否
.
寧
ろ
多

園五第

浅型サテンセー ドiこ100V.40W.

新マツダ瓦斯入電球た霊占火せる配光曲線固 く賓館1

黙線(:t40'V.外面艶消瓦斯入電球の西日光曲線圃

少
俊
れ
た
配

光
を
示
し
て

居
る
。

(
第
山
闘
.

第
五
闘
御
参

間
…
)

:~9 



大
同
電
気
街
東
京
電
気
の
繋
宰
問
題

特
許
第
二

O

八

九

四

披

40 

の

無

効

審

決

に

東

京

電

気

抗

告

の

手

績

各

新

聞

に

表

れ

た

記

事

抜

草

幸良

大
同
電
気
封
東
京
電
気
の
繋
守
川
題
と
な
っ
て
ゐ
る
タ
ン
グ
ス
テ
ン
電
球
氏

側
聞
す
る
特
許
第
二

O
八
九
川
枕
は
既
械
の
如
く
去
月
八
月
付
無
効
審
決
と
な
り

東
京
電
集
側
の
敗
訴
と
な
っ
た
の
で
.
同
一
杭
で
は
去
る
十
三
日
抗
告
の
手
続
を

執
り
そ
の
所
信
を
聾
明
す
る
事
に
な
っ
た
が
之
れ
K
就
き
同
献
で
は
左
の
如
く

語
っ

て
居
る

特
許
第
二

O
八
九
四
披
無
効
の
森
決
K
就
て
は
訴
訟
の
相
手
方
た
る
大
同
電

気
合
社
側
で
は
と
の
特
許
の
無
効
審
決
で
以
て

マ
ツ
告
ラ
・〆
ブ

の
特
許
が
全

部
根
底
か
ら
桜
へ
っ
た
か

の
如
き
寅
仰
的
一抗
告
を
し
て
肘
る
が
現
杭
マ
ツ
ダ

新タ.、ソ

ラ
シ
ブ
の
有
す
る
電
球
に
闘
す
る
料
リ即日だ
け
で
も
行
五
十
数
件

「
フ
ィ
ラ
メ

ン
ト
」
K
川
附
す
る
も
の
が
三
十
数
件
あ
っ
て
今
問
題
に
た
っ
て
肘
る

の
は
共

マ

の
内
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
特
許
第
二

O
八
九
川
慌
が
恨
り
に
無
効
と
保
定
し

て
も

マ
ツ
信
ラ
シ
ブ
の
模
瓜
を
欠
黙
す
る
が
如
き
事
は
あ
る
作
べ
き
事
で
な

い
.
殊
に
マ
ツ

q-フ
シ
プ
は
現
代
朴
壊
の
料
を
集
め
た
も
の
で
新
夜
明
新
特

リ
許
を
連
続
的
に
使
川
し
日
進
月
沙
の
行
釈
を
絞
け
つ
L

あ
る
か
ら
十
飴
年
前

の
一
特
許
第
二

O
八
九
四
鋭
を
何
時
ま
で
も
唯
一
の
似
み
と
し
て
居
る
や
う

な
ケ
チ
友
も
の
で
は
な
い
.
併
し
第
二
O
八
九
州
枕
の
特
許
は
汗
枇
か
所
有

し
て
居
る
有
力
取
る
特
許
の
一
つ
で
あ
る
か
ら
之
に
針
し
不
首
な
無
効
審
決

を
受
け
て
黙
っ
て
居
る
謬
に
は
行
か
ね
.
よ

っ
て
行
枇
は
円
己
の
機
利
を
主

政
ず
る
川
Hm
然
の
出
世
と
し
て
抗
告
し
た
次
第
で
あ
る
。

而
し
て
と
の
特
許
の
有
効
無
効
の
訴
ぷ
の
結
ぶ
は
第
三
和
ま
で
行
か
な
け
れ

ば
分
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
第
三
容
の
決
定
を
見
る
迄
は
刊
枇
は
依
然
此
判

許
椛
の
椛
利
点
A
で
あ
る
。
(
七
月
二
十
五
日
.
電
気
新
報
川
峨
)

東

尽

--漂1
の

抗

主t:.
C:::J 

電

ー

マ
ツ
信
ラ
ン
プ
の
特
許
無
効
て

l

東
京
市
気
で
は
嚢
に
其
所
有
す
る

「
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
L

に
川
附
す
る
特
許
(
第

二
O
八
九
凶
披
)
に
就
て
.
と
れ
と
煩
似
の
け
川
を
版
費
す
る
大

m
.宙誕
よ
り
川

特
許
無
効
の
訴
を
起
さ
れ
繭
米
係
争
巾
で
あ
っ
た
が
北
ハ
後
特
許
局
よ
り
そ
の
無

効
を
事
決
さ
れ
た
所
が
大
川
.
電
気
で
は
故
近
そ
の
販
賀
政
策
上
か
ら
右
審
決
に

依
っ

て
マ
ツ
タ
ラ
シ
ブ

の
判
斤
が
似
択
か
ら
.絞っ
た
か

の
如
きの
n.
体
的
民
告
を

偏
し
て
ゐ
る
と
一
五
ふ
の
で
京
京
.
電
気
側
で
は
十
三
日
ポ
審
決
児
釘
ず
る
抗
背

の
乎
績
を
と
っ

た
U

(
七
川
十
点
円
小
央
新
聞
所
松
)

向
と
れ
と
大
同
小
児
の
記
事
が
東
以
大
阪
の
著
名
新
聞
に
記
枕
さ
れ
て
ゐ
た

が
い
ち
/
¥
仰
録
す
る
ま
で
も
な
い
事
で
す
か
ら
川
仰
は
よ
し
ま
す
c



者B

巾

の

'ー-fiJ 

燈

「
前
言
」

花
バ
一
個
の
都
市
美
批
評
家
で
あ
り
、
時
誌
の
Y

1

テ
ス
ト
で
わ
っ
て
技

術
家
で
は
な
い
、
随
っ
て
、
花
の
所
に
、

一つ

の
ラ
ン
プ
ポ

ス
ト
の
設
計
与

す
ろ
や
う
に
ご
持
ち
込
ま
れ
て
し

い
さ
ト
か
閉
円
す
ろ
。
亡
が
ラ
ン
プ

ポ
ス

ト
さ
い
ふ
も
の
は
、
都
市
美
の
上
か
・
同
斯
く
あ
ろ
べ
き
も
の
亡
ご
い
ふ
骨
は
、

比
較
的
し
っ
か
り
ご
欄
ん
で
ゐ
ろ

ハつ
も
り
で
わ
ろ
。
ざ
い
っ
て
、
な
は
、
勿

論
、
技
術
家
仁
ろ
、
二
」
在
同
避
す
ろ
L
の
で
は
な
く
、
花
北
ハは
、
飽
く
ま
で

も
、
技
術
家
ミ
協
力
す

べ
き
L
の
、
仁
さ
忠
ふ
o

私
の
立
壌
か

円
ツ

キ
リ
さ
d
ろ
十h
め
に
前
以
て

一丘一
ロす

ろ
わ
け
で
わ
ろ
。

季限新ダ

震
災
後
の
帝
都
の
商
庖
街
に
は
、
所
謂
町
内
繁
栄
策
の
一
つ
と
し
て
、
そ

の

町
の
組
合
の
脈
入
で
山
来
た
念
造ヘ
リ
ラ
ン
プ
ポ
ス

ト
の
列
を
J

此叫ん

に
見
受
け

、ソ

る
。
し
か
し
.
そ
れ
ら
は
.
商
山

の
建
築
が
聞
に
あ
は
せ
の
バ
ラ
ッ
ク
が
多
い

や
う
に
.
所
謂
バ
ラ
ッ
ク
式
の
粗
野
な
も
の
で
‘
し
か
も
.
架
袋
線
が
露
什
に

張
り
.
旦
さ
れ
て
治
っ
て

.
と
れ
は
、
先
も
か
の
ペ
ン
キ
徐
一
り
の
俗
悪
左
右
板
を

見
る
や
う
で
.
街
の
ん
合
集
を
高
っ
ぺ
ら
な
も
の
に
す
る
。

目
抜
き
の
商
広
街
に
あ
っ
て
も
‘
か
の
震
災
の
創
痕
未
だ
癒
え
・
?
と
い
っ
た

0

0

0

 

形
で
、
集
の
利
い
た
‘
所
初
‘
応
ね
け

の
し
た
燈
何
の
姿
が
始
ん
ど
見
ら
な
い
。

そ
の
駄
で
は
.
民
っ
て
‘
地
方
の
巾
都
市
:
・
例
へ
ば

.
，
州
館
十
一服
品
、
長

町

名
古
屋
と
い
っ
た
都
市
の
方
が
二
足
先
き
へ
進
ん
で
治
る
や
う
だ
。
と
れ
は
、

比
較
的
最
近
に
‘
進
歩
し
た
照
明
設
備
を
採
川
し
た
と
と
に
も
よ
る
と
と
で

、

し
か
も
.
そ
れ
を
保
川
す
る
に
賞
つ
て
は
.
割
合
に
よ
く
専
門
家
の
意
見
に
批

マ

、v

つ

し、

て

東
京
市
政
調
脊
合
国
都
市
勢
研
究
命
日
幹
事

士
同

)乱

l入l

従
し
て
‘
質
現
へ
の
縛
.ま
り
が
早
い

。
と
れ
は
.

一
耐
に
叉
‘
地
方
都
市
の
人

だ
ち
の
愛
都
心

(
C
Z
H
o
t
-
-
U〉

と
い
ふ
も
の
が
‘
イ
ゴ
イ
ス
チ
ッ
ク
な
大
都

市
の
人
た
ち
よ
り
も
飴
耗
強
い
と
い
ふ
と
と
に
も
閃
る
も
の
で
あ
る
と
思
は
れ

る
。

× 

東
京
随
一
の
商
山
街
:
:
銀
座
の
あ
の

二
熔
下
向
腕
木
式
燈
桂
は
.
最
近
‘
銀

色
に
徐
一]り
梓
へ
た
が
.
も
う
.
時
代
か
ら
取
り
凶
比
さ
れ
て
ゐ
る
感
が
あ
る
。

× 

b
L
4
4
L
 

東
京
の
シ
ヴ
イ
ツ
ク
セ
ン
タ
ー
・
:
:
:
丸
の
内
界
隈
の
街
燈
に
は
.
さ
す
が
に

良
い
も
の
も
あ
る
が
‘
予
-鰐
と
し
て
見
る
と
.
紙
め
て
不
統

一
で
.
渦
波
，期
の

都
市
の
姿
が
マ
ザ
/
¥
と
見
え
る

の
で
あ
る
。

試
み
に
‘
帝
都
の
表
玄
関

:
・
東
京
院
に
降
り
立
っ
て
、
そ
の
附
近
の
街
燈
を

、、、、、、

注
意
し
て
見
よ
。
膝
頭
の
隣
接
に
は
二
燈
懸
雫
式
の
老
い
さ
ら
.
ほ
い
た
る
燈
位

¥"'i 

込手〆

‘-，、
¥〆

r'、
d広

t 、
〆'

--11 
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が
‘
内
ビ
ル
前
の
歩
道
の
ノ
ヴ
ァ
ラ
ッ
ク
ス
山
凡
打
と
相
到
し
て
引
き
し
コ
ン

ト

ラ
ス
ト
ぞ
な
し
て
ゐ
る
で
は
な
い
か
0

・
史
に
.
と

の
・断
、ぬ
か
ら
ゐ
…政
相
に
向
っ

た
川
十
間
隔
の
え
通
の

街
流
は
と
見
れ
ば
‘
と
礼
は
‘
此
も
口
ぃ
・
く
山
梨
た

mw前

前
川
切
の
燈
れ
の
装
飾

K
訓
子
を
介
せ
ゃ
う
と
し
た
任
意
は
.
ア
リ

f
¥と
前
め

る
が
‘
れ
り
.
一
.
燈
懸
吊
式
で

‘
そ

の
川
未
加
し
た
装
飾
に
よ
っ
て
.
ば
っ
て
改

恋
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
か
ら
、
そ
の
い八
一
辿
を
一

山
一
似
に

.
れ
品
…
泌
を
炎
切
っ
て
新

設
さ
れ
た
官
紋
ぺ
琉
道
路

の
最
近
命
日
見
え
し
た
術
慨
は
と
見
れ
ば
.
と
れ
は

叉
グ
ツ
と
調
子

の
鑓
っ
た
も
の
で

.
上
部

の
市
背
し
い
装
飾
は
.
弔
問
に
不
安

定
た
感
じ
芝
生
む
結
果
と
な
り
.
し
か
も
.
あ
の
二
熔
式
の
グ
ロ

ー
ブ
(
臥
米

都
市

の
街
路
照
明

の
仰
、
向
は
二
燈
式
よ
り
漸
次

一
位
式
民
進
み
つ
k

あ
り
〉
は

訴
が
山
に
も
眠
法
瓶
そ
っ
く
り

‘
ど
う
児
か

へ
し
て
も
.
あ
の
大
路
、
あ
の
川

問
に
ふ
さ
は
し
い
も

の
で
な
い
、
あ
ま
っ
さ
い

.
併
前
の
大
通

の
流
杭
の
腕
木

は
.
街
路
に
並
行
し
て
ゐ
る
が
.
新
街
路
の
そ
れ
は
.
以
引
に
街
路
ぞ
グ
ロ
ツ

42 

ス
し
て
立
っ
て
ゐ
る
.
つ
ま
り
.
前
者
の
側
両
が
後
者
の
正
而
ー
と
な
っ
て
ゐ
る

の
で
あ
る
。

京
し
.
牒
前
の
民
場
は
繊
'
道
行
、
大
通
は
東
京
市
.
新
総
は
復
興
局
と
、
各

そ
の
管
轄
を
川
氏
に
し
て
ゐ
る
の
で
.
従
っ
て
‘

そ
の
燈
柱
の
設
計
意
匠
の
上
に

も
.
そ
れ
ん
¥
遣
っ

た
も
の
が
出
来
上
っ
た
と
い
ふ
の
で
あ
ら
う
が
.
さ
う
し

、、、‘

た
不
統
一
な
F
グ
ハ
グ
な
向
山
川
と
い
ふ
も
の
は
.
宅
も
街
路
美
を
助
成
す
る
要

ぷ
と
は
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
欧
米
都
市

の
街
路
照
明
の
理
想
ざ
し
て
.
漸
衣

川
々

の
竹
町
か
ら
統
一
的
管
川
に
向
ひ
っ
t
h

あ
る
の
時
.
い
か
に
泊
波
間
の
我

wm市
と
は
い
て
あ
ま
り
に
も
.
そ
の
不
統

一
と
不
調
和
を
時
小
附
し

て
お
る
も

の
で
は
な
い
か
。

し

と
れ
ら
の
御
舟
が
‘
斯
川
仰
に
銘
々
勝
手
応
設
計
さ
れ
る
と
い
ふ
の
な

一
定
の
。フ
ラ

ン
の
下
に
総
統
さ
れ
て
沿
っ
た
な
ら
ば
.
如
何
ほ
ど
れ

術
的
で
も
あ
り
‘
れ
つ
‘
情
仰
の
代
表
的
大
路
を
如
何
ば
か
り
ア
ト
ラ
ク
チ
ヴ

は
な
く
.

に
な
ず
で
あ
ら
う
。

× 

終
り
に

.
フ
レ
デ
リ
ツ
ク

@ノ

l
プ
ル

・イ
ヴ
ア
ン
ス
氏

の
.
筒
燈
を
設
計
す

る
場
合
の
川
女
件
宇
一
眼
ぐ
れ
ば

一
.
術
燈
の
外
側
刊
は
.
市
一
々
し
い
感
じ

2
5
d一三
三
一
三
〉
の
す
る
も
の
苅
し

く
は
.
織
制
な
感
じ
(
乙

gAZ
--2
乙
の
す
る
も
の
は
共
に
い
け
な
い
。

一一
.
良
く
釣
合
が
と
れ
て
居
る
こ
と
。

一一
.
ケ
バ
/
¥
し
い
も
の
よ
り
は
地
味
な
も
の
公

2
3
4一2
三
-主

2
〉
竹
¥

し
か
も
雅
致

(
C
2
2〉
の
あ
る
や
う
に
す
る
と
と
。

以
上
の
外
.
燈
椛
を
設
計
す
る
に
岱
つ
て
は
.
燈
什
れ
を
樹
て
る
場
所
と
そ

の

問
削
と
の
調
和
と
い
ふ
と
と
を
念
}隔
に
ゐ
く
と
と
を
必
裂
と
す
る
。
(
一
疋

L
e
o
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現
代
都
市

の
研
賞

都
市
問
題
の
研
究

欧
米
に
於
け
る
都
市
経
幣

現
代
都
市
の
問
題

五

年

大

正

五

年

|司|司|司

市
街
地
建
築
物
法
.
都
市
計
制
法

道

路

抗

闘

係

法

制

同

現
代
都
市

の
八
ム
閑
計
需
同

都
市
計
者
と
尿
尿
底
分
政
策
司

十

都

市

終

結

同

論

者j5

市

寸~:

解
説

都
市
計
番
と
汚
物
応
珂

近
代
都
市
の
計
摂

性
宅
問
題
と
都
市
計
者

部
山
計
需
及
住
宅
政
策

東

京

市

政

論

現
代
都
市
の
計
世
界

同]
 

同l司同

十

l司l司l司

十

年年

明
治
四
十
.二
年

同

四

十

五

年

|司|司大

正

四

年八

年

十

年

矢

問

七

太

郎

氏

舛
欠
け
い
者
凶
郎
氏

山

間

一冗

一
尽

山

崎

林

太

郎

氏

エ
7

・
γ
1
・
ハ
ウ
原
著

牧

肝

寛

一
氏
諜

開

一

段

片

附

安

氏

エ
フ
・
ジ
1
・
ハ
ウ
原
著

長

問

喜

一

氏

諜

年

輩

出

町

塊

督

府

官

房

調

資

謀
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μ
工

，

ゃ

J
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H

J

E
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M
h
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J
問
両
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一川

叩

付

税
氏
剛

年年年

FFI林

度

宏予言:
氏氏

長f-

大ェ
ーヌ

波開;cHif高池上
文1
??正光
111力ス

一 曾抑;路司
氏謀普氏氏

年

井梨

均三年年年

ヂ
ヤ

1
uv

ユ
・ェ
1

・
ビ
l
γ

ド

ト

米

京

市

政

調

奇

曾

編

一
年

一

h

.
保

憲

治

氏

溢

鍬

首長
氏
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臥
米
都
市
剣
道

の
技
術
的
観
察同
十

凶

年

同

年

同

年

大

正

十

四

年
年

山

本

享

氏

木

村

慶

コ

一
郎
氏

出

川

大

吉

郎

氏

上

原

敬

二
氏

黒

谷

了

太

郎

氏

最
近
上
水
道
詳
論

都

市

政

策

汎

論

都
市
計
書
と
公
開

都
市
計
者
と
農
村
計
者

以
上
の

L
の
弘
中
二

三
は
お
許
に
な
い
、

街
路
照
明
か
計
剖
遊
さ
れ
ろ
電
燈
事
業
常
事
者
の
点
h

て
い
申
上
ま
す
c

街
路
照
明
は
都

市
美
ご
い
う
大
き
な
祉
曾
問
題
に
閥
れ
ろ
も
の
で
あ
り
ま
す
。
タ
く
ご
L
都
市
の
設
備
ご

し

て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
街
路
照
明
口
、

大
洋
に
様
は
ろ
暗
礁
の
如
く
に
或
危
険
任
そ
の

都
市
に
費
し
ま
す
。

一
電
燈
事
業
ざ
し
て
の
街
路
照
明
の
こ
さ
口
、
大
な
ろ
都
市
問
題
の

根
底
在
形
成
す
ろ
t
B
の
で
あ
り
ま
す
o

そ
の
意
味
じ
於
て
そ
の
賛
成
如
何
は
別
問
題
と
し

て
栃
内
吉
胤
氏
の
烹
の
存
す
ろ
さ
こ
ろ
与
参
考
さ
し
、
街
路
照
明
設
備
の
問
題
に
接
縄
す

ろ
時
に
、

大
な
ろ
都
市
問
題
ご
し
て
、
、
れ
か
扱
ぴ
、
同
氏
に
助
言
か
求
め
ら
ろ
、

L
亦
宜

同

敷
、
ミ
」
な
ら
?
や
ご
存
じ
ま
す
o

一
言
蕪
辞
か
述
べ
て
栃
内
氏
や
御
紹
介
申
ま
す
o

竹

内

生、J

× 

× 

× 

× 

、〈

y 



山

赤巴

本公

ポ
ー
!
と
云
ふ
れ
仙
の
一耳目
に
服
を
さ
ま
せ
ば
丁
度
四
時
、
高
演
着
港
の
時
刻

だ
.
さ
あ
大
愛
寝
泊
し
た
と
大
念
ぎ
で
顔
を
あ
ら
っ
て
居
る
と
.

「
ま
だ
廿
分

幸良

あ
り
ま
ず
か
ら
御
ゆ
っ
く
り
な
さ
い
」
と
ポ
l
イ
が
知
ら
せ
に
来
る
。

新

午
前
問
時
と
云
へ
ば
東
京
で
は
薄
明
る
く
な
り
か
L

る
時
で
あ
る
が
‘

と
ち

ら
は
未
だ
ま
つ
く
ら
だ
、
問
時
キ
上
陸
す
る
。

れ
一
平
が
山
川
る
の
に
よ
だ
一

時
川
も
あ
る
、
そ

の
聞
に
エ
ハ
ガ
キ
を
求
め
て
出

ダ

さ
う
と
す
る
と
ポ

ス
ト
は
あ
れ
ど
切
手
責
捌
所
が
註
い
、
茶
屋
の
婆
さ
ん
に
き

く
と
.

『
切
符
資
場
で
資
り
ま
す
」
と
云
ふ
、

愛
な
と
と
L

は
思
っ
た
が
、
切

符
資
場
の
あ
く
の
を
待
っ

て
、
放
客
と

一
所
に
行
仰
を
つ
く
っ
て
「

一
銭
五
回

の
切
子
を
」
と
云
ふ
と
直
ち
に
う
っ
て
く
れ
た
.
郵
便
と
鱗
道
と
の
粂
業
は
高

だ
而
内
い
、
東
京
の
電
車
の
交
叉
貼
で
巡
茶
と
.
電
気
局
員
と
が
二
人
で
同
じ
交

ツマ

ソ迎
撃
刊
の
仕
事
を
し
て
居
る
の
と
比
べ
て
甚
だ
能
率
が
い

L

と
思
っ
て
感
心
し

た。
車
内
で
門
司
の
中
村
誠
氏
に
過
ふ
、

や
は
り
誘
蛾
燈
を
日
比
に
来
ら
れ
た
の
で

あ
る
.
企
氏
に

つ
い
て
道
後
ホ

テ
ル

に
行
く
、
道
後
は
嬰
者
の
政
息
す
る
所
と

設
ね
て
聞
い
て
居
た
か
ら
.
そ
の
た
め
に
安
阪
を
さ
ま
た
げ
ら
れ
る

の
を
恐
れ

て
、
へ
必
を
押
し
た
。

「
道
後
は
宿
屋
の
内
氏
義
者
が
Jm
叫
ん
に
来
る
そ
う
だ
が
.
や
か
ま
し
で
せ
う

完工
」

行

「
い
L
え
‘
と

L

K
は
飴
り
来
ま
せ
ん
じ

「
飴
り
来
な
い
で
も
、
と
に
か
く
隣
室
で
三
味
線
で
も
搾
か
れ
ち
ゃ
あ
‘
や

か
ま
し
く
て
ね
ら
れ
ん
か
ら
.
そ
う
た
れ
ば
.
と

L

K
は
と
ま
ら
な
い
と
と
に

す
る
ぜ
」
「
い
え
‘
三
味
線
は
決
し
て
姉
か
せ
た
い
事
に
し
て
ま
ず
か
ら
大
丈
夫
で
御

座
い
ま
す
、
も
し
来
て
も
ヒ
ソ
/
¥
話
し
を
す
る
位
で
す
し

「
ハ
、
、
、
.
ヒ
ソ
/
¥
話
し
な
ら
い
く
ら
で
も
勝
手
に
す
る
が
い

L
.

と

に
か
く
そ
れ
危
ら
と
ち
ら
に
務
付
く
事
に
し
ま
せ
う
か
ね
」

午
後
一
時
か
ら
伊
強
電
鈴
本
枇
へ
行
く
.
高
涜
以
来

一
等
の
パ
ツ
ス
を
も
ら

っ
て
乗
り
ま
は
す
の
は
飴
り
悪
い
心
地
は
せ
ぬ
。

本
社
へ
行
く
途
中
の
電
車
の
前
に
線
路
の
中
央
を
一
人

の
お
爺
さ
ん
.
ノ、

オ

‘. 
'』ノ1
 

ハ
カ
マ
で
悠
然
と
し
て
歩
い
て
行
く
.
運
純
手
大
撃
に
て
ど
な
-Q
o

運
判
手

「
オ
チ
サ
ン

/
¥

.
ド
イ
テ
ク
レ
‘
ア
プ
ナ
イ
L

御
爺
さ
ん
、

一+
集
で
歩
い
て
居
る
。

運
聯
手

「
オ
ヂ
サ
ン

‘
ド

カ
ナ
イ
ト
、
敷
カ
レ
テ
托
ヌ
ゾ

l
L

御
爺
さ
ん
、
千
気
だ
、
運
勝
手
の
聾
は
続
々
大
き
く
た
る
。

運
持
手

「
オ
ヂ
サ
ン

.
敷
カ
レ
テ
托
ン
デ
モ

.
知
一
フ
ン
ゾ

l
L

御
爺
さ
ん
や
う
や
く
.
後
ろ
を
ふ
り
む
い
て
.
悠
然
と
し
て
横
に
の
く
。

東
京
な
ら

「
コ
ラ
‘
ド
力

ン
カ
川
…
馬
鹿
川
…」
で
一
一
助
さ
る
k

所
で
あ
る
U



(
此
誹
演
舎
の
記
事
は
川
氏
記
枕
さ
れ
て
帰
る
か
ら
.

本
批
二
附
に
於
て
排
出
命
日
が
開
か
れ
た
.
来
合
計
約
三
十
飴
名
盛
舎
で
あ
る
.

と
L

に
は
略
す
)

報新ダ、ソマ

笠
日
両
同
氏
を

私
宅
に
訪
問
し
、

高岡氏の貰験場にて、右(工高岡↑民吉氏.左(1.中付誠氏

氏
の
賓
験
場
で

屯

熔

裁

培

の

質

欣
を
拝
見
さ
せ

て
い
た
だ
く
、
此

結
果
も
い
づ
れ
同

氏
が
本
紙
で
夜
一
氏

せ
ら
る
L

で
あ
ら

う
か
ら
と

L

に
は

略
す
。

一ぃ
1ぷ
父
十
u
らリ、

f
Jリ

，，
〆，q
t

n

H

・nド

時
間
の
港
か
ら
一
件
び

舶
に
の
る
、
往
路

は
紫
丸
で
あ
っ
た

だ
.
紅
丸
の
美
し
い
の
に
は
全
く
対
ろ
い
た
.
船
室
の
設
備
な
ど
も
主
れ
り
つ

2

・
ra
十
品
工
し

カ

ノ

-S
1
4ゆ

所
に
す
イ
ト
ラ
イ
ト
が
あ
る
の
に
は
全
く
気
に
入
っ
た
.

く
せ
り
で
欧
洲
航
路
の
舶
な
ど
よ
り
十
つ
と
い

L
.

特
に
八

l

ス
の
上
に
蛍
る

小
生
舵
旗
行
は
十
数

同
に
な
る
が
.

と
ん
な
訴
の
き
い
た
舶
は
初
め
て
い
h

あ
る
.
唯
一
?
綬
裏
一
が
兆
一

あ
ま
り
意
を
刑
ひ
た
か
っ
た
た
め
で
あ
ら
う
。

だ
不
山
川
来
た
の
は
主
に
服
で
あ
る
が
‘
之
は
大
阪
別
府
川
似
か
に
二
伏
だ
け
故
.

ホ
ー
ル
や
食
恨
の
墜
に
小
さ
な
プ
ラ
ケ
ッ
ト
が
あ
る

川
崎
位
だ
が
.
矢
.1
収
り
百
ボ
ル
ト
で
あ
る
。

ん

7
H
は
可
成
荒
れ
る
.
雨
の
-M

け
が
す
さ
ま
じ
い
。

4fi 

紅 )L 船室にて

中 央の埋込みはナイトライト

此寓民(1.自分lこて撤髭てまろ Lのなり 、f日.Lセ yレ7タイマーヰコ、
線、足、などの助げ犬伝借りし Lのにはわらず

球
は
或
門
動
車
の
前

レ
八
阪
で
は
第
三
謀
に
一
れ
川
献
.
長
.
京
都
で
は

H
本
電
球
支
配
人
吉
川
氏
を
訪

ね
て
久
闘
を
辿
べ

‘
京

都

電

流

の

氏

に

股

々

御

訴

し

を

承

は

り

.

・に
人
か
ら
い
へ
皐
に
松
町
長
一
三
郎
氏
を
訪
ね
て

.極
々
人
工
氏
の
研
究
上
の
御
話
し
ゃ
.

賞
験
設
備
を
芥
凡
さ
せ
て
い
た
だ
き
.
大
ひ
に
削
げ
る
所
が
あ
っ
た
.
企
助
教
授



は
電
燈
照
明
K
閲
す
る
研
究
者
と
し
て
小
生
の
液
ね
て
倣
ぶ
せ
る
早
計
で
あ

り
、
先
年
上
」
以
せ
ら
れ
て
京
京
電
気
を
訪
ね
ら
れ
し
時
不
幸
に
し
て
小
生
不
'
引

に
て
丹
J

閣
の
川
引
を
件
、
予
¥
叫
だ
妓
念
に
川
山
っ
て
陪
た
の
で
あ
る
が
.
今
回
計
ら

4
1
も
と

k

に
御
訪
ね
す
る
機
命
け
を
得
て
品
一
だ
愉
快
で
あ
っ
た
。

夕
刻
似
山
に
糾
っ
た
‘
ケ
ー
ブ
ル
ん
ー
で
あ
る
.
麓
か
ら
上
ま
で

、
約
千
じ

百
べ
ば
か
り

の
所
を
刊
か
九
分
で
い
升
っ
て
し
ま
ふ
.
上
は
も
う
ま
る
で
山
の
気

分
で
あ
る
.
然
し
ペ
ン
キ
培
り
の
尚
子
.
俗
っ
ぽ
い
洋
食
応
.
と
云
ふ
や
う
な

報

も
の
が
山
弛
ん
で
出
る
の
に
は
悲
観
し
た
。

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
と
一五
ふ
・文
明
の
利
器
を
川
ふ
る
の
は
ト八
U
に
よ
ろ
し
い

、
然

新

し
れ
八
と
同
時

K
モ
と
を
俗
化
す
る
必
妥
は
た
い
は
づ
で
色
る
.
ど
と
で
も
そ
う

で
あ
る
が
.
ど
う
も
似
利
と
俗
化
と
が
必
十
一
所
に
な
る
の
に
は
い
や
に
た
つ

て
し
ま
ふ
。

ダ

光
年
一
一
い
州
上
刈
地
に
行
っ
た
時

ρ
ル
ピ
ス
の
大
き
な
肱
告
放
が
切
り
た
同
い
ま

れ
て
居
た
が
.
何
で
も
山
の
役
人
が
凪
設
を
害
す
る
と
て
切
り
た
ほ
し
た
の

た

ツ

そ
う
で
あ
る
.
北
ハ
訴
し
止
さ
い
て
問
自
の
上
品
な
原
生
が
「
役
人
も
た
ま
に
は

い
k
…
引
を
す
る
ね
」

と
九
つ
て
居
た
が
.
此
車
生
が
凶
阿
古
公
の
御
孫
さ
ん
で

マ

あ
る
と
き

い
て

7
ザ
州

'l
く
思
っ
た
ー
で
あ

っ
穴
.
方
々
の
役

F
K
此
伶
の
策

八
刀
が
あ
っ
た
ら
い

k

だ
ら
う
と
川
心
ふ
心

似
山
の
上
は
巾
々
惑
い
.
そ
の
内
湯
が
他
ん
に
や
っ
て
来
た
の
で
‘
早
々
ケ

ー
ゾ
ル

ヵ
ー
に
飛
び
と
ん
で
下
界

K
下
る
.
此
ケ

ー
ブ
ル

カ
ー
と

そ
の
能
ま

で
の
電
車
と
は
京
出
電
舟
の
純
情
で
あ
る
を
う
で
あ
る
が
車
内
並

μ
停
却
場
の

電
燈
器
具
の
小
々
い

L

の
に
感
心
し
た
。

京
都
の
町
は
全
く
明
る
い

、
街
燈
も
種
々

の
も
の
が
つ
い
て
居
る
‘
あ
ま
り

種
類
が
多
す
ぎ
て
制
不
統

一
の
気
味
も
あ
る
が
.
と
に
か
く
愛
っ
た
色
々
の
デ

ら
さ
れ
て
居
る
の
が
点
し
い

ド
ア

l
も
よ
く
川
来
て
肘
た
。

サ
イ
ン
を
界
日
比

し
て
興
味
を
先

え
た
。

夜
は
松
川
氏

の
御
好
意
で

、

~íi 

京
大
の
祭
文
命
日

曾

九
山
に
宿
る
‘
賞

に
気
持
ち
の
い

友

L
家
で
あ
る
.

ん
ま
も
ベ
ッ

ド
か

そ乾

ら
抗
凶
器
、
安

山
北
椅
子
、
に
至

る
ま
で
特
上
等

η
・
も
〉

:
uリ〈
hn

グ

U
古
一
言

nγ

L
.
・JhT
す
と

1

j
n叶
バ

寸

I
L-
-

J

川
州
民
工
犬
が
と

電
燈
器
H
A
(

は
乙
t
A

紙
特
の
い
札
一沃
な
も
の
.
剛
山
い
デ
ザ
イ
ン
だ
と
感
心
し
た

が

.
um依
世
が
少
し
低
す
ぎ
て
何
分
け
ざ
わ
り
に
な
る
・
ま
た
緋
笠
な
ど
は
い

七三

狭
い
室
な
ど
に
は
ん
き
す
ぎ
る
.
と
に
か
く
J
H
に
つ
き
ゃ
す
い
や
う

私
の
考
へ

に
川
心
ふ
.

と
し
て
は
む
燈
滞
日
一
(
と
云
ふ
も
の
は
.
形
が
見
苦
し
く
な
り
.

此
鮎
に
つ
い
て
設
計
者
の
意
け
ん
を
界
地
し
た
い
と
忠
ふ
.

而
も
奇
児
で
な

く
・
千
凡
で

.
而
も
上
一
等
の
伎
の
も
の
で
あ
っ
て
.
そ
し
て

r
r
rげ
v
k
r

O

O

コ
O

C

0

0

0

0

飴
り
波
ら
な
い
も
の
が
.
上
乗
で
あ
る
と
小
生
は
い
じ
て
居
る
・
中
米
曾
宥
の
印



象
に
浅
る
や
う
な
も
の
は
宗
と
不
利
和
な
諮
様
で
あ
る
、
竜
燈
器
具
が
勝
ち
過

ぎ
る
の
は
反
っ
て
よ
く
な
い
と
忠
ふ
、
近
頃
の
は
築
家
は
.竜
燈
器
具
を
特
に
装

飾
に
利
川
す
る
似
向
が
あ
る
が
.
飴
り
仰
れ
度
を
越
え
る
の
は
私
は
不
賛
成
だ
。

名
古
屋
で
は
匹
目
氏
に
案
内
さ
れ
て
東
邦
電
力
を
訪
ね
る
。

報

一
時
の
ひ
ま
を
得
て
比

一
氾
介
に
在
っ
た
八
両
を
訪
ね
る
.
も
う
電
車
が
出
来
て
居
る
.
歩
い
て
行
け
ば

わ
か
る
の
だ
が
.
電
車
に
の
る
と
ど
う
行
っ
て
い

L
か
少
し
も
わ
か
ら
ね
.
市

掌
に
の
り
か
へ
を
幾
度
も
き
い
て
や
う
や
く
製
校
の
前
に
来
た
。

も
う
六
時
頃
で
あ
る
.
先
生
も
居
ら
れ
ま
ひ
、
然
し
物
理
の
柏
木
教
頭
だ
け

は
い
つ
も
遅
く
ま
で
研
究
し
て
厄
ら
れ
る
は
づ
だ
か
ら
、
と
思
ひ
、
い
き
な
り

色
々
決
事
電
化
の
事
な
ど
に
つ
い
て
話
し
を
承
は
る
.

新タ.

物
理
教
室
へ
飛
び
と
む
。

丁
度
先
生
は
小
伎
に
何
や
ら
質
験
設
備
を
命
じ
て
居
ら
れ
た
所
で
あ
っ
た
。

「
先
生
.
闘
で
す
‘
昔
御
一
川
介
に
な
っ
た
」

「あ
L
久
し
ぶ
り
で
す
ね
、
サ
れ
は
地
富
の
時
命
治
ひ
を
し
た
ん
だ
ね
」

「え

L
γ
度
病
気
で
凶

ι削
っ
て
居
た
も
の
で
す
か
ら
L

「
闘
っ
て
小
川
原
で
す
か
L

、ソマ

「そ
う
で
す
」

「
小
川
原
も
ひ
ど
か
っ
た
ら
う
ね
」

「
然
し
命
だ
け
は
山
か
り
ま
し
た
」

「
γ
度
あ

の
地
長
の
時
東
京
電
気
の
研
究
所
が
つ
ぶ
れ
て
、
技
師
が
み
ん
な

死
ん
だ
と
.. ム
ふ
う
は
さ
が
米
た
の
で
.
行
は
ど
う
か
と
忠
っ
て
.
況
の
命
日
枇
の

出
張
所
に
行
っ
て
聞
い
て
み
た
ら
.
死
ん
だ
名
必
の
内
に
万
の
名
が
な
か
っ
た

の
で
、
ま
・
あ
よ
か
っ
た
と
思
っ
た
:
・
;
・
:
:
L
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私
は
本
首
に
有
難
い
と
山
山
っ
た
、

.十
凡
K
早
校
を
出
て
か
ら
.
十
年
比
近
い

ん
I

日
ま
で

一
川
も
手
紙
も
さ
し
上
げ
十
、
全
く
仰
ぶ
さ
た
し
て
居
た
私
.
今
H

仰
訪
ね
す
る
時
も
.
私
の
制
闘
を
党
え
て
居
ら
れ
る
だ
ら
う
か
ど
つ
だ
ら
う
か
と

心
配
し
て
居
た
位
の
私
.
そ
の
私
を
先
生
が
か
く
ま
で
に
案
じ
て
居
て
下
さ
り
.

モ
の
上
私
の
郷
里
ま
で
見
え
て
居
て
下
す
っ
た
事
を
想
ふ
と
.
今
此
記
事
を
か

い
て
居
た
が
ら
涙
の
山
る
の
を
禁
じ
得
な
い
も
の
が
あ
る
。

先
生
は
私
の
八
高
時
代
に
於
て
最
も
曾
敬
せ
る
先
生
で
あ
っ
た
.
名
利
に
超

越
せ
る
甲
山
の
皐
者
で
あ
る
.
今
も
山
川
タ
遅
く
ま
で
研
究
室
に
て
研
究
に
淡
頭
し

て
は
拍
ら
れ
る
、
光
生
の
改
H
ん
に
か
L

る
硫
黄
の
絶
縁
物
も
丁
度
私
の
在
事
中
に

研
究
を
は
じ
め
ら
れ
て
居
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
.
大
分
完
成
さ
れ
て
、
色
々

の
も
の
が
川
来
て
居
た
.
も
し
之
が
世
の
中
に
山
た
ら
.
世
に
貢
献
す
る
所
賓

広
大
き
い
も
の
が
あ
ら
う
。

先
生
に
別
れ
を
背
げ
て
名
古
屋
の
町
に
い
仰
れ
ば
同
市
猟
特
の
也
列
貼
燈
は
明

る
い
白
色
を
投
げ
て
居
る
.
貨
物
を
み
る
ま
で

-t科
と
も
策
が
つ
か
な
か
っ
た

が
.
た
し
か
に
此
直
列
燈
の
光
は
気
持
ち
が
い

L
O

名
古
屋
も
十
年
背
と
は
ま
る
で
ち
が
っ
た
。
所
々
の
応
も
明
る
く
な
っ
た
.

自
動
車
が
通
る
.
通
総
伊
藤
サ
ン
事
伊
藤
呉
服
庖
も
新
館
が
山
来
た
.

唯
御
城
だ
け
は
相
不
時
現
昔
の
ま
a
h

の
十
日
い
委
を
高
く
あ
ら
は
し
て
居
る
。

r-、
絶

り
¥ノ
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面

が
滑
か
で
す
か
ら
外
面
が
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、
油
等
で
汚
さ
れ

る

事

は

あ

り

ま

せ

ん

ギ
ラ
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ら
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る
さ
は
透
明
の
積
子
球
と
殆
ん
ど
同
様
で

す
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